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菊科植物に於ける舌獄花の筒獄後化

宮津文 ヨ玉
o 

栽培菊には良〈護育した筒献花冠金持て居る品種は甚Tご多い、其極端

なものは彼の管喚と呼ばれる品類で太いのもあれば極めて細く且つ非常

に長くなるものがある、細管I突といふのが之である。

斯様な盤化は既に遣い昔に起たのでそれが一旦起てから段A に貫生告

されて今日の多数の品種が出るに至ったのである。

栽培植物には様々な普通でない形態を具へたものが少くはな く、 菊の

管換なe-も其のーっと云ふことが出来る、然らば新かる鐙化lま裁培する

といふことに依て始めて起ったのであらうかといふ問が起きて来るであ

らう、併し;程私紅弘、は箪に栽培するといふ其事自体が箆

いと思ふ、栽培と自然との差が斯かる芸差化会起させるか否かといふ程に

異って居るとは考へられぬ、栽培でも自然でも笹化は同じ様に起るもの

ではないかと思ふ、只異る所は栽培する場合には観察がよく届くのに劃

して自然の駅態に在る時には十分なる観察がされない、従て鐙イじが起て

居ても迭に護見され"t.に終ることが多いのであると考へる、叉愛イt其こ

とが其植物の生容に好都合であれば繁栄し従て人の目にもつき易い、け

れき、も此反撃まである揚合にに惑に自然にがj諒して終ふ場合が多いと考へ

られる。

例へは'斑葉は植物の生育の鋸には不利な形質である、現在日本には斑

葉植物が1闘賞用として随分津山に植ゑられて居る、種類に依ては斑葉で

C 1 ) 
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も丈夫に生育するものがあるけれき中には非常に弱b、ものもある、それ

でも人聞が生育の矯に揚所令康くした ド威は他の繁茂する植物 と遠ざけ

たりして保護を力JJへると漸く生命令維持して行く 7ごから新畿なもの会他

の植物と混生さして置〈と自然に勢力が弱り設には枯死の運命に陥る。

所で斑葉植物は困惑 上にのみ寄生するかといふとそうばかりではなくて

自然界に於て甚?と多く盤見され得る、之が質例の詳細は弦には省暮する

が私は多数守護見して居る、只ままでは自然界に於ても斑葉が起ることが

少くないといふ事宜を認めて貰ひ得れば足りる。

担本題に戻て菊の筒駅鐙化に就いて述べる、私は数年来ノヂギクの白

然での星雲化を研究すると共に自然種から笹生そして栽培菊と同一形質:a . 

3惨びるものぞ作出さうとして居る、此研究に嘗て先づ第一に護見したの

がノデギクの舌献花が筒献に盤化したものである、之は秋に咲いて居る

時期に良く見て廻ると時々登見するので私は獣回遭遇して居る、但し*，~1

ての舌駅花が完全に鐙化したものには未む遁はぬ、少し、揚合には一頭駅

花の舌駅花の中一個丈が筒!伏になって居ることもある、第一固に拐けた

のは筒駅花の多いものである、之で見ると完全な筒になったのもあるが

牢ば舌駅やして居るに過ぎない花が多い、それかといふて完全な舌献花

も全く残て居ない、此外全体の二割乃至三割が筒朕に盤イじしたものも現

に校内に栽培されて居る。

ヨたにはりウノウギクである、此キクは宮崎螺では東臼杵郡に於てのみ

見出されて居る、昭和七年十一月に可愛岳へ日向長井から登て リウ ノウ

ギクの探索を試みた、其際目的は直ぐに蓮せられて牒附近から I幻路令登

り始めると忽ちに此菊に遭遇しτ喜f::ことは今も記憶に新である、それ

から段k登て殆さP中腹の路傍てぜ意外にも第二聞に示した様な全部の舌駅

花が然かも完全に情状に鐙北したがf<に出遇ふて、今度は套金越えて驚嘆

稿久ふしたことは軍なる支那流の形容のみに止まらなかった、然かも此

株は貧弱で窓真に示した二本の枝があったのみで根側に琵育 して居る芽

も少なかった、それ故調取ては来7こが誠に詔:憾ながら芽や出さなかった

から現在生きた植物は11!~い 。

第三にはヅハプキの花に就いて説明する、之の筒駅塾化は昭和八年ト

一月に川南騨附近で列車脅待つ間に夕方殆ε薄暮になったn寺路傍で偶然

に見出したのである、昨年は之に力を得てツハプキ令見る度にj主昔、して

居たが採集に出掛ける機曾は多くなかった震に迭に見世らなかった、庇

が本年一月十三日に鵜戸村へ行て此鑓化古Z多数に有ることを見出して叉

く 2 ) 
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驚かざる ie得なiJ、った、第三園に示したのが其一例である 、青島村の野

島から鵜芦へ向ふ塗中には諸所で之守護見し得る、数株会持ち騎て植ゑ

てあるが猶惜しいから残して置て来たものも少くはない。

以上三種の植物丈は従来に得られた質例である、恐らく他の菊科植物

でも間ーの盟:化が見出し得られるのではないかと考へる、 呆 して見出し

得るか否かは面白b、Uff究題目であると思ふ、野生植物から新かる変化令

R見したこと は少〈とも未化交字に現はして俸へられて居ないと忠ふ。

新くして之令殺培して行けば立波な園整品となり得るのであるし、又一

方には植物的襲:化といふ植物理上の問題にも樹れ得るのである。

最後に諸君の観察の結果関一品ぞ得られた揚合には其標本なり生きた

植物なりの御寄賄令御願したいものである。 (二月十一日夜詑〉

スミレ属植物の異常花例

飯 回 章

序

スtレ廊植物の異;吠花に闘 しては、既に _'¥.D.cugnac，H.Me1chior 

und W. Becker， M. Takenouchi等の記載がある。

著者も近年ス fレ類の分類を志す傍ら、異状花の出現に注意会排ひ、

その好例をナナ シス fν 、告チツボス tレに得たので以下記載する事に

する。

A. 1距 6離のナナシス fレ (Fig.l.2.)

昭和九年春、安聾 (S. yoshigaya) に採集されたす ナシス tνViola

mandshurica W. Beck. var. glabra Nakai Cち中に花婚、草共に 6枚宛有

する異常花を二筒見出した。正常の側締、唇時の間に花蹄が生じ、其の

艶稽位置却下落と J皆婚の間に異常な苓が生じたもので、異常;花鱗は形y状

及び援毛{e有する馳より第三の側婚と認められ、異常事は耳霊の形朕よ

り 上事に類するものと思はれる。街、雄蕊;lJ;f也の員~lE繁殖締官には、 何

等の盤化ieも認めなかった。

( 3 ) 
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B. 第三下:苓建生に伶ふナナシスミ ν異常花の一連

本例は、 ~Eの増加なき揚合よ

り異常形距、更に二距ぞ有する

異常花~集めたもので藤掛の背

後に、何れも第三の下落を護生

して居る。鱗片iま五一六枚。之

等は、何れも2x5米位の狭少な

地域に、約四拾花や検して十五

花伝得たものである。採集地lま

安基 (S.yoshigaya)である。以

下異献の度を遁つτ記載する。

1.苓にのみ異常あるもの

ll~. I 

思 ~r.;\~l~時札
北;"A;咽

Al刊現味冊l舛
K..唱B官名

u'匝由1

前向再L'-1園
町一翼咋例錦
AK;"I!常詰

¥.!車昭D)

十五例中三例や見るもので、 ~e、花郷には何等の異献も認めする、 H住居

雛の背位、南下専の聞に、形態上下車:と認められる異常草や笹生 したも

ので、此の専は、距背に沿って反強L、後向して居る。街此の例て1主主主;

すべきは、葉の唇鱗が逝常鈍又は園頭であるべきなるに、凹頭文はノ、ー

ト型の凹頭~有する事で、之はさRの例への一階段とも思はれるものであ

る。

2. 苓及び花鵬、 ~Eの形献に異常あるもの

十五例中三例を見るもので、前例止甚7ごしい差異は費lH、が、展蹄は距

や除いてはほとんき二分し、距は甚7ごしく fbt幅~増 して中央iZ浅〈縮れ

~~弘主

時事崎三区札

~T(:二線制
'\~---11械を巴

t鳳回)

AS 原守

F:J.. '1-

恰師事h~与....，11百E
E、I1J.OOIi)

A.t ‘ AK、 A~ 時f町
(Iill白}

ij思
h.S" 

筑間株主t回
(魚 曲J

て居る。此の距は、正常な距の二倍大である。之の異常が極度な揚合、

衣例の様な異常花となる。

く 4 ) 
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3.二距六蹄六苓の異常花 (Fig.3.4.5)

本例lま其の護症が設も多く‘十五例中過学童文の九例T見たもので、唇

鰍lま各一距{o携へて完全に二筒になり、梢細身である以外、正常な唇離

との差は見られないし、距の形y状も各正常である。苓は雨距の間金通っ

て正常な下草と共に前向して居る、 著者は此の例に於て、或は有距雄蕊

が図箇に増加しては居ないかと期待して解剖令行ったが雄避は正常花に

於ける遁り二筒の有距者しか見なかった。

街、商1二例共雌雄涯には異常令認めない。叉、1例と 3例が同一株に

生じて居るものも有った。

C.三距のタチツボス tレ異常;花 (Fig.6)

昭和九年四月八日、安芸事国呉市の郊外 (S.yoshigayりに十株位此の異

常It~有するタチツボス tνが盤見された。

此の崎形は、上越の何れの異

常形態にも増して、グロテス ク

なもので、嘗時父(採集者)よ

りの書信の一節に

『此の一群は、殆すで・拾株位繁

殖して、全部是です。但し遁

常花は一枝に一つ位咲いて居

ます。藩令正面から見ると二

個の側距がニヨキニヨキと立

ち其の聞から角張った二枚の

専が花瞬の上に被って異常に

長い馬の面~見る援です。』

t¥?，.b‘ 

"""哩E投主窃図

t 22l咽

¥1号、③}

s 

~， 

5・1 崎I:la. 
L.S--illl 春時町主、、~E

とあるが、質感7ごと思ふ。自flち此の例では 、側鱗が何れも正常距の三分

の一位な可愛い距守生じ、其の距は上に向って居る。且つ、唇雛の距は

異常に増大して、正常詑の距の三倍大である。但し、その展鵬は正常な

るものより多少小さくなって居る。其他の部分には異常会認めない。側

搬の距が、雄蕊の距.a容れて居ない司王は釘論である。

以上、スナツチと共に簡盟に報告して置く 。

( o ) 
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ツJLoタケ Amanitopsisvaginata (Bull.) Roze 

本菌は昭和九年九月二十二日宮崎市下北方の路傍で採集した。3!...同年

同月三十日にも同じく下北方の雑木林中で採集 した。以前に六月十三日

に矢張り下北方の公園へ上る途筋で採ったこともある。護の表面は鼠色

或ひは8(褐色で時には銀友色~呈するこ t がある。蓋iま稿卒であって其

の表面周縁部tこ扇饗ー朕の僚会有する。中央部が僅かmU択に窪んで居るの

が普通で此中央部は揺さ色令呈して居る。蓋の直直!は略，L( 4-7.5c111時に

はE大なものがあって上記九月三十Mに採ったものは蓋の径が 12.5cm

柄の長さが 25.cm柄の直径が1.7cmもあった。柄は白色で下部へ蹴衣

僅かに太まって居る。柄の表面には佐々微褐色の斑品!iが馳在して居る。

柄と略k同色の大きな脚直や有する。禍は白色、而して軟らかで!脆い、

重柄に離生するc胞子は白色、球形或ひは1M楕闘であって一端が鋭く尖

って居る。 8-10fuの大いきである。柄に稀に白色の鍔の痕跡や認め

得るものがある。柄の長さは 5-9cm丈の高い楠菌で、鶴の長い脚に

因んで此の名があると云ふ。

‘' 

テングツJLoタケ Amanitopsisstrangulata <.Fr.) Roze 

全体の形や色はツルタタに良〈似て居るが一般にツルタタよ 0も丈が

低くそして少しく硬い。又蓋の表面の褐色も幾分か濃いやうに思はれる

粘り気を有し、蓋の表面に厚くて硬い困錐J~ o;庇粒を多蚊に散生 して居

るのがツルタタと異る一大特徴である。此めre粒は白く て外観上毒菌の

テングタナと相似Lて居る故、新〈命名せられたものであると云ふ。多

重責群生する。昭和九年九月二十九日宮崎市下北方の林中で採集した。

サイギヤウガザ Pa回 eolusretirugis Fr. 

昭和九年九月六日に、夏期賢習中、宮崎郡瓜生野村に皐害見墜に行っ

た際、岡村の路傍の馬糞上に生じて居たのを採集して来たもので、本菌

は蓋の僅が 1.5-3.5cm で、丸味令持った闘illfO~乃至宇球形てず粘性を帯

びて居る。若いも のは鐘朕である。表面が膜駅，淡黄色であるが全体と

しては白色に見え る。欄{ま重に商ffi生して居て暗鼠色或ひは紫黒色である

( 6 ) 
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略 k大中小の三種の・内がある。柄の長さは6.3--12cmである。微褐色岳

製i在した白色、 略々蓋表面と同色である。柄は少し繊維質て'稿k固く強

く直立す る。中祭であって鍔も胸l也も有 しない。胞子は未熟の うちは黄

色、熟すると掲紫色乃至暗鼠色ぞ呈する。胞子の形はボート形或ひはレ

モシの果質に似た形である。同年の九月三十日にも下北方で採集 した。

一日放置して置くと 大抵は黒設して汚汁令流して溶失する。

アラゲカハキタケ Lentin凶 rudis(Fr.) P.Henn. 

昭和九年の九月十日、 東諸鯨郡本庄町で楓樹に多童文寄生 して居るのや

見付け採集して来た。 菌傘と菌柄とから成るのであるが、菌柄は明瞭な

匿切りがなくて菌傘から延長し:全体革質である。形iまやゐ扇形に似て居

り、周縁が裏面に向って捲曲して居る。表面は汚黄色、粗毛で被はれ一

見すると皮革のやうに見える。相は浅く て菌柄部迄延長し黄色の木材の

色である。胞子は略々球y吠て'大小不揃ひである。

ウラムラサキ Clitocybelaccata (Scop.) B. et Br. var. 

amethystina (Vaill) B. et Br. 

これは林産製造室の荷!の楠樹の下に永い間生えて居た小さな締鹿な紫

色の菌である。 昭和九年の九月頃から同年十一月中旬頃迄多童文生えて居

た。蓋はその形が学球朕のものが多く て、 若いうちは更に一層つ除んで

居る。後には扇卒となる。蓋の表面の中央が陥入しτ居る。童i立中2きで

あるの 幼時は鮮紫色タ宅し漸衣日~経るに従て槌色して茶褐色となる 。

)]包子は極微紫色で球y状、 その大いさは径約 8.5jWが普通である。

コタマゴテングタケ Amanitam'lpp主 (Batsch)Fr. 

本菌lま毒菌である。昭和九年九月二十九日、宮崎市下北方の雑木林中

で採集した。全体が鮮黄色て禍は色がや治淡い。翠には鍔 と 脚直 と ~有

して居る。 鍔は膜駅で額著なものであって。特lこ幼時のものは庇く、欄

の下方に蹴がり、蓋膜として附若して居る。脚遣は球J伏で且つ固 く重の

下部T包んで居て、ツル タクの脚琶のやうに楕図形で しかも上部が閉口

して居るものとは全〈異る。蓋の形は初めは球;択である。其の表而は卒

i台で光揮がある。禍lま輩に離生する。

カラカザタケ LepiotaProcera (Scop.) Quel. 

昭和九年九月三十日及び同年十月十日に何れも宮崎市下北方町の林中

にて本菌令採集した。葦の径が 12-18cm.~の径が 1--1.6cm~の長さ

( 7 ) 
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が 19-30cmあった。蓋の部は全体が弾力のある軟らか味令持った菌で

ある。蓋は扇卒で中央部が凸出して居り、 表面は白色s地色の上に多数

の褐色{憐被が散着 して居る。が中央部のみは鱗被に剥けないで畿褐色ぞ

呈して居る。褐色鱗被の外方に近いものは大部分が剥起してゐて葦より

離れか・ったものが多い。周縁部には殆き離脱 して鱗被がない。中央部

の剥けない部分は滑らかである。禍は白色で密に生じて居て、柔かく弾

性があって綿蒲圏のやうな燭感がする。藍は略k 国位l伏であるが下方へ

衣第に僅かに太まり 最下部は丸い塊J伏Jeなし白色菌統制別着して居る。

長くて相嘗の強さ令有し折れても、先づ折れ曲 るのみであって二つに折

れ切れること はない。塞は中察、而して中に純白綿7状の菌綜Je僚i伏に充

満して居る。禍は輩に隔生する。全体力Z乾燥し易くて少しも粘質がない

明瞭な鍔令有するのがー特徴で且つ此の鍔は巨大で僅約 2-4cmある。

鍔の上表部は純白色、下部はやお褐色がかつて居る。鍔は重からた易く

その惹との接着部を離れきすことが出来、その輪駅のま‘重に沿って上

下に動か し得る。形が傘に似て居て、一見したら容易に忘れることはあ

るまいと思はれる菌である。

コベ=タケ Russulafragilis (Pers.) Fr. 

本菌は、蓋の表面が鮮紅色であるが中には槌色したものがある。砥に

降雨後には大部のものが殆き徳色して白くなりかけて居る。幼時は蓋は

字国球、後には扇卒となる。更に後には蓋の周縁が上方に少し反轄する

やうになるものが多い。中央部がlsLH犬に窪んで居る。相は色は雲:自であ

って寄生して居る。~も白色。全体が脆い、重の径 2-6cm 童の僅 7

-16cm輩の長さ 2.5-6cmあった。禍は輩に離生し、藍の中心部は微

小な孔際多 〈微褐色を呈する。胞子は球駅で白色、小さな練Je表面に生

じて居る。昭和九年九月二十九日、 宮崎市下北方町の林中、松樹の下で

本菌Je多鍛採集した。

( 8 ) 
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植物の花器の務違と分化に就て

松原茂|樹

'10ヲ

花器の費生に就ては既に蕗多の研究あ りて、弦に今更専門外の君、共の

問題とするに是らないが、私は農業上閥係あるものに就ての業蹟ぞ紹介

し、又私の考へも述べて見度い。

1.花器の輩蓮の順序、之に就ては従来より種k の設もあり.叉業蹟も

多いが一般に認められて居るのは、先i-;.~与片輪より始り.弐第に詑鵡輪

雄蕊輪、心皮輸に及ぶ金原則とされて居る。

されき之に反するものも砂くない、例へは:~まら底にては雄蕊が心皮に

遅れ、菊科にては雄蕊、心皮、苓片、花麟の順であるが如しである。

未Tご此の外にも砂からi"之に類するものがあれば、今俄に躍と其の順

衣令決定するが如きは、甚7こ早計であらねばならない。只以上は現今に

於ける一つの方向令示したのに過ぎない。

衣に其の輩謹の}I国序令闘示するコ

ナズナの花の各要素の琵謹告示す (Coulter氏)

c 

2.雌雄異花と開花

5一等井
I"----tt~ 

111ー設会
心ー-~・rえ

被子植物の大部分は雌雄同花であるが、稀に異花のものもある。31..裸

子植物の大部分は異花であって悶花のものは酔い。

農業上闘係の深い被子植物にありては、何れから愛化せるものである

( 9 ) 
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か、未't:定説がない。

大体に於て雌雄異花が同花より専かれたものと考へらるる場合が多い

其の例として Goefel等は桑、跡、あけび、たかねまんてま等には雌花

に雄蕊の痕跡吾、雄花に雌蕊の痕跡と認める事;z.以ってして居る。而し

ての其の輩、達の途中に之等の花の雌雄蕊何れかが、退化しτ異花伝呈す

るもの とされて居る。

町し之はーの俄設として植物患者の聞には前述の様に何等の定設がな

い、本邦形態謬の権威である 、小倉謙博士なぞも、以上令一つの信設と

されて居る様である。

然るに之が農業上の二、三の問題に就て研・究されたものを見ると相首

肯定されないでもない様に恩はれるc

A. 郡按博士は、植物の花の不稔性の要素のーっとして器官の分化の

初期j及其の後の揚所及室聞の不足令暴けて居られる 、郎ち環境に依り て

雨分の鐙化の起るものである事令是非けられて居る。

B. Gardeuer氏は華や材料とし、 Smith氏は茄令用ひて研究し、花

器の輩謹令研究して築養物質0)不足は雄花の震建に何等の差支ないが、

雌花の笹謹には著しきを述べ¥雌花の護謹には目立って築養物質の多き

を要し、齢、き時は著しく抑制せらるる巻述べて居る。

c. 並河博士は柿令材料として、研究し雌雄花共にも退化せる器官令

有して居る事以って、獄に雄花中の頂生身もは時に果質迄登達するも、側

生果は決つして果置に迄護達する事なき金調査して、商l越の Smith， 

Gardener雨氏の設を裏書きされて居る。街之に就ては峰築技師も柿の

花芽の研究に於て従来富有柿の知く雄花な含種類も、何等かの方法に依

りて雄花伝着生せしめ得ベきや述べて居られる。

D. 私は栗に就て質験したのであるが、雌雄花の器官の朕態は並河氏

の揚合と大差ないが、其の愛化の具ー合は幾分異って居て、栗樹にありて

は、多数の花序の内、雌花に箆北するは最上部の花序むあって、而も其

の花干症の最基部に雌花が着生する。

其の雌花に愛化するは矢張築養闘係にあるが知し、栄養}伏態良好の時

は雌花の裁を士宮し、不良の場合は全然其の盤生会見ないで、雄花のみで

終る。

E. Shaburt氏は Peacan;z. ffl 0て質験し、雌花の着生する場所に、

其の笹生期に於て何等かの障害のため量生せざる時は、其の下の雄花が

雌花;z.生下、み事あるや幸N告して居る。之は必-9'しも以上の例とは一致し

( 10 ) 
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ないが、矢張或程度迄環境又(ま祭主主作mに依るものである事令示すもの

としてよいの

以上の賢唾令綜合して見ると農業上の問題の多くは、何れも其の最初

は雌雄同体で、その途中に於τ何れかに分れる Goebellの設に従っても

よいと思れる。

然るに植物系統嬰者の隠花植物より笹生撃上の諸例より大小胞子葉息jJ

ち雌雄蕊の分化が行はれば同体の花令生じ、j{で異花に分化するもので

其の分化の行程令見るにーは同躍の胞子葉の排列上の分化、 ーはいづれ

かの胞子葉の退化に因るものとされて居る。

ヨkに街弦に注目すべきは、雌雄異体の種類に於て雌体と雄体とめ細胞

に性染色体の認めらるる事であって、 此の事貰は最初日enkiny が昆虫

類にて認め、其の後動植物共に相嘗多数に亘りて研究され、本邦にあり

ては木原、篠遠雨博士の植物に於ける貴重な文献が畳表されて居る。

此の性染色体かが、雌雄別を引をEすものである事は上記細胞墜者の認

める研であるが、左様なれば、既に其の個体の量生首時に嘗 i)て既に決

定せるものであって、此の種の設に従へは上記の形態嬰者の設は相反す

る司王となるそ以って、此の動向今後の研究に侯っと共に、感用農壊ト甚

だ重要の問題と都せねばならなb、。

日向沿岸漂着植物

日 高 醇

現在までFトiぷ熱帯地}J産の植物又は動物が黒潮に載せられで諜着する

事は、 Eまに暴風の際に、此の地方の沿岸ーに打寄せられる事は植物に於て

はココヤシ、ゴパンノアシ等の果宜ーが知られ動物では fヒジマウ tヘピ

:IJ ヅテドリ等の熱1，"~産のものが捕獲された。筆者は1932年12月より 1934

年 7月までの聞に於て前後 6回に亘って、宮崎勝宮崎市ーツ葉潰より、

宮崎郡肢ー瀬村ーツ瀬川河口に至る聞を踏査し、採集調査して得たもの令

報告して妻考に供したいと思ふ。

( 11 ) 
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1.ココヤジの果宜

1932年12月3日果皮破片の 1個(ーツ葉樹)1933年6月6臼呆宜の切

隼されたもの 1個(ーツ楽演わ 1933年7月6日果皮の破斤2個(鹿瀬

村海岸)の4個&採集して居る。ココヤシは襲名や Cocosl1ucifera LIN. 

と都するもので、栽培は沖縄の諸島にも行はれて居るが殺培であるから

黒潮に乗るやうな揚所にはないらしい、叉車部本島でもか・る所は見嘗

らなU、。それでもって南方諸島のもので我委任統治韻誰から流れて来た

ものと思はれる。隼ー著の採集品の外現在存するものは青島の植物園の入

口の棚ι載って居る完全なものがある。あれは青島に漂着 したものであ

ると言ふ事である。

2・タコノキ の幹

1932年12月 3 日ーツ薬漬約 1 盟の海岸に於て、 4 本~認め、.3(1933年

9月3日、ーツ葉よりーヲ瀬川の聞に於て 3本会鐙見して居る。採集した

ものは宮崎高農に殆んで完全なもの 1本、著者 1木、少し焼けたもの令

1本遠藤茂助敬授が所有して居られる。叉先年は葉の青い俸のものが青

島に漂着したと言ふ事である。漁師に名稽ぞ問へば或ひは青島にあるや

うなどラウと云ひ、叉或ひは南洋に産するシュロであらうと言ふ。暴風

の後には余程多く漂着するらしく漁師当事の話では大抵薪木とするらしい

タコノキは襲名令 Pal1dal1usbOl1il1el1sis Warburg t.言って純熱帯植物

でめる、 jlt*置は殆んきなく、蓋開以南の諸島に多いものである。殊にjl'ti

洋諸島の海岸叉は摂地に多く、楽に銑鋸歯を有して幹は枝~岐ち、葉か

ら繊維令採る種類もあるが極めて厄介な植物で群生すれば震拶/lふより仕

方がない。海部で焼捨てられた植物が多く諜着する事は自然の事であら

フ。

3・ゴパンノアジの果宜

1932年12月4日果皮2個(ーツ葉演)1l:l33年1月22日果質1個(住吉潰J

q，採集して居る。筆者の採集品の外lこ約10年前、前宮崎中墜校教諭井上

俊~郎氏がーヅ茶漬にτ採集されたものが宮崎中製校博物標本室に保存

されて居る。ゴーパンノアシは墜名令 Barringtol1iaspeciosa FORST と

言ふもので沖縄鯨島尻島、石垣島等より以南の植物で、熱帯性であるが

京都、印度、馬来、南洋諸島に多b、。泉質は有毒であると言ふ。泉質は

四角形で倒さにした形はよく碁盤の脚に似て居るのでこの名がある。果

皮がヨコヤシの果皮に似た性買を有 して樫穏であるからよ〈海水に浮く

( 12 ) 
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4・毛ダマの 種子

1934年10月17日採集したものである。 (ーツ瀬川河口)。 筆者の採集

の外、探集j関Bは不明であるが児湯郡富田小撃校に富田村日置海岸=1'採

集された種子令合んナご爽の完全なものがある。モダマは皐1名~ Entada 

Scundens BENTH と 言ふ も の1:'沖縄鯨石垣島以南の土地に~する、上

昇性の謹木である。種子は黒色で固形ぞなして居る大さは1寸5分位ある

5，ビラウの 幹

1932年12月3目、 長 さ 2.20m齢 、直径 0.25m の大さを有 して南端は

折れたらしいものを採集し 、大部分iま筆者が所有 して居るが.一部は遠

藤助教授の下にある。 1932年12月24日には薪木にされた残りら しく炭が

附着 して居るもの令採集した。大さは長さ 0.60m巾 0.15m位で板にさ

れた ものであった。 ピラウとは製名をLibistonachinensis R. BR.と言ふ

もので、日本内地は宮崎勝宮崎郡青島を初めとして諾所にあるが、さう

度 A 海流に も載せられ きうな駅態令呈 Lて居る所は内地は釘論、肇跨に

a も野生は見首 らないと の事であるか ら、 流出の蛮i原地は恐ら く南洋諸島

E 

であらう a ピラウ其の他の植物が諜着する毘めに青島のピ ヨウまでが海

流による漂着設が唱へられ るが ピヨウの来賓は海水には沈下す るも ので

あるから、 現在の青島のどヨウiま漂着したものではない事は確置である

宮 崎菌類雑記(六〉

遠 藤 笈

28，ヤマブシタケ Hydnum erinaceus (Bull.) Fr. 

本茸はー名ハリ センボンと稽し 、白色の塊J伏ゃなし樹幹に懸垂 し、 そ

の末端は多数の針 となり恰も裳駅の外観や呈する。

昭和 8年10月15日、日 高醇氏が宮崎鯨東諸膝君f¥綾町中尾官林で・イチヒ

ガシ上で採集 した標本につき筆者が調査 した結果によればその生重量は

41.2grで、針の長さは 1.9cm)J白子は無色、球駅~なし 5. 7- 6.175x4.7 

5-5.7 t クロン 普通 5'7x4. 75 ì. クロンの大 2~有す ε ものが多い。

叉、昭和 8年11月初日に矢張り 日高醇氏が宮崎賑東詩賑郡轄迦岳で採

( 13 ) 
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集 したも のは針の長さは 2.0-2.9cm で、 11白子は室長色、球llRi>な し、

5.7 -7.6x 4.3-5.7 i.クロンである。針の長さに於て多少前記標本と異

るが、その他の形態、胞子等の主要な舶に一致するので同一種と認める

宮崎螺に於て本茸の採集を記録されたものは虫!~~、が、ただ一つ川村清

一博士がその著 「日本菌類箇設JIこ於て鹿児島東臼杵郡にて椛樹に生じ

たものを所持する旨伝記 してゐる。この東臼杵郡は宮崎鯨東臼杵郡のこ

とであるまいか。若し然りとせば筆者の調査に先立って既に宮崎勝にて

採集せられたことにな る。

本茸は食用茸ではあるが宮崎膝下では之れや食用lこ供してゐ るものは

今日迄ない。

29. マツオフジ Lentinus lepideus Fr. 

本茸は松樹及び松材の腐何したものに生余る食用茸である。蓋は地色

l;t白色でf['J々決黄色-Ti'tl'i!び、多くの褐色の鱗被や有する。形は扇卒で楠

山形の ものであるが、よく不規則の波紋令呈 Cf.こり、又中央部がI!!Jんすご

り、或は裂目を生歩、ることがある。

筆者は昭和 8年11月12日、宮崎勝宮崎郡双石山で松樹に寄生 したもの

令吉江南朗氏の採集したもの、昭和 8年 7月21目、日野巌数授が宮崎螺

宮崎市宮崎市11宮境内の松に寄生してゐるの令採集せられたもの、昭和

8年11月 2目、宮崎市天雨I!l山で松の根元に寄生 してゐるの会日高醇氏の

採集せるもの、明和 9年 5月27日、 尾鈴I1Jにて原田徹氏の採集せる標本

や有するが、是等の標本は其の形態が種々で極めて霊堂異に富むものであ

る。今是等標本の二三に就き認するに 、先づ吉江氏が双石山で採集 した

ものは三個叢生 したもので、その中二個は稽山形をな してゐるが一個は

裂目があ り波駅.:eなしてゐる。日野教授の採集品は非常に白味が強 〈、

形を貝殻駅舎呈し、 まも一側に附着 し蓋の大さ は 4.5x4.0cmである。

日高醇氏の採集品は相関形舎な してゐるが、中央部は凹み且つ裂目-T有

し波献をなしてゐる。 重は短く、表而には褐色の鱗被令有する。禍 tま白

色で比較的厚く裂け易く、慌に僚がある。縁は鋸歯;伏-T呈する。

30. カンゾウタケ Fistulina heμtiα (Huds.) Fr. 

本茸はその形が肝臓に似てゐるもので、主に1社、栗、樫:等;0)樹幹に生

i~. る志のである。初めは赤色であるが次第に老成するド従って間赤色 、

チコレート色とな る。

筆者は昭和 8年生月23日 吉江清朗氏が宮崎!騒双石山で採集 した標本
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-'e有するが、この標本を翌日調査した結果はその形が上記のや うに肝臓

形をなし、長さ 11.5crn幅 10.5crnでその生重量は 21.5gr であった。

宮崎鯨に於ては去すごその琵生を報侍された ものがないので恐ら〈本記

銭がその最初のものと考へる。

本茸は一見毒k しいものであるが、頗る美味な茸である。宮崎膝下で

は筆者の調査範固に於ては食用に供されてゐない。

31.ハナハハキタケ Clavaria formosa (Pers.) Fr. 

本茸は川川キタナ (Clavaria botrytis)によく似た茸で大きながlえとな

る食用茸である。その形は多 くの細技を出して分I技するため椋=駅舎なす

ものである。

本茸(ま宮崎勝下には極めて多いものであるが、宮崎勝東諸膝郡綾町中

尾官林で、昭和 8年10月15日に日高醇氏の採集した標本につきて筆者の

調査した結果によれば、この茸は帯黄紅色ゃなし、よく分岐し、その高

さは 10.9-11.8cmで主幹の直僅は 1.6-2.3crnその~株の重さは 38.5gr

であった。)]@子は白色で長精図形をなし、その大きは 8.55-11.4 x 4.28 

-5.7 iクロン、普通 9.5x5.7iクロンのも のが最も多い。

宮崎市内の八百屋の癌頭には本茸を見るが百匁約10銭位の位である。

32. ヌメリツパタケ Arrni1l2.ria rnucida Schrad. 

本茸iま其易星名令 Arrnillaria rnucid Schrad と郁し、 Agaricus 

rnucidus Schrad.， Agaricus Valens Scop.， Agaricus nitidus. 

Agaricus Splendens， Agaricus 01ivaceofuscus， Agaricus sudans 

Wallr.， Arrnillaria rnucida Fr.， Armillaria rnucida Quel.， 

Collybia rnucid司 Ricken，Muciduh mucid:>. (Shracl.) V. I-I. 

等の多数の異名争有する。

本茸は今井三子氏が北海道に産することを明かにし、ヌメリツバタケ

の名を奥へた もので、 後ち松浦勇氏はこれる?島根鯨松江市及び鳥取~諾鳥

取市に於て採集し報告してゐる。本邦に於てはこの外に産地は知られて

ゐなかったが、昭和 8勾・10月16目、宮崎!騒束諸鯨榔盤町字臨俣で澗葉樹

の朽木に於て、叉同年11月27日に宮崎臨東諸膝君I1八代村の稗迦岳で潤葉

樹の朽木で日 高醇氏が採集し、筆者に呈示された。これによって初めて

南九州にも産することが明かとなったがこ の事は昭和 9年 4月霊行の植

物及動物、 第 2巻、第4放に記しておいた。

( 15 ) 
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今上記、宮崎勝産の材料Iこより筆者が調査した結果によると菌傘は

5.5-13 x 5.2-10cmで最初は字国形であるが、衣第に闘錐形となり迭

には殆んε卒面令なすやうになる。 色は殆んで白色であるが、多少淡黄

色に着色することがある。肉は白色である

菌摺は白色で着生するか或は多少霊生し、民くて各摺聞の距離は大で

ある。

菌柄は 3.4-8.0cmの長さで、その直径は0.45-0.8cmあり替曲する

菌柄の色は上部は白色であるが下部は暗黄色である。

下環帯は普通よく護達し、膜質で白色であるが、時には菌傘及び菌柄

の下部と同色のこともある。 ~

捨子柄は 57.5-66.13 x 17.25-27.75 tクロンで、 4個の胞子会有する

胞子は白色で 19.0-21.85x15.2-180.5 iグロンである。

本茸は宮崎幌東諸~諜郡麓町及び東諸鯨郡八代村では菌傘の上皮-æ剥b 、

で後ち食用に供するが主に吸物等に入れて用ふる。

33. タマゴタケ Am2.nitニ C♀es孟re孟 Pers. 

本茸は欧米に於ては珍重される食用菌で、我国iこ於ては長・野勝下に於

てよく産し食用に供されてゐる。

安田駕氏は植物療雑誌‘第3生巻、第68頁に於て報告されてゐるが、 同

氏は信濃圏西築摩郡木骨1直島町の林地土上lこ生じたるものぞ大正8年8月

12日に採集、叉仙藍林地土上に生じたものや大正 8年10月17日に採集せ

られてゐる。同氏は菌傘の表面は僚黄色或は赤色とじてゐるので上記の

採集品が黄色のものか赤色のものか明かでない。叉川村清一博士も黄色

のものも赤色のものも共に同一種と認定し Amz.nit~ C:.es訂ぬ Pers. と

なし、赤色のものはその著日本菌類園説第238固に於て明治43年10月初

日に長野賑上水内郡高岡村てぜ採集したものを固示し、黄色のものは同蓄

の229固に昭和3年7月13日、千葉牒松戸附近で採集したもの会闘示され

てゐる。

九州殊に南九州、lに於τは黄色のもの、赤色のもの共に産するか否か全

〈不明で今日迄之れに閲して何等記録されたものがない。然るに昭和 9

年9月23日、本校重松義教授は霧島山の新湯附近lこ於てー茸や採集し筆

者に呈示せられたがこれは正しくタマゴ・タタの赤色のものに外ならない

これによって繭九州i¥こも産することが明かと なった。筆者しは黄色のもの

と赤色のものとが来して同一種なりや否ゃに関 しては疑問令抱くもので

( 16 ) 
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ある。恐らく別種とすべきものと考へてゐるが未花充分の資料令有しな

いので弦では従来の慣用に従ひこの赤色のものに上記の墜名を採用して

置く。

上記の重松教授の採集材料によって記載すると次のゃうである。

形iま半球形で蓋の高さは 3cm表雨は鮮麗な赤ま色で周縁部は僅に淡

色となり、伎を有する。表面は滑かで光揮がある。

fli日は瀧黄色で内部は黄白色である。菌柄は黄色でその長さは 8cm径

lcmで上部は細る。中空で内部は綿献の白色の菌締よ りな り鹿身空所

がある。

ー 鍔は大きな膜;伏で蓋の着生部より約 2.5cm の部にあるが下方が庇 く

3・

なってゐる。この鍔には無般の僚がある。

菌柄の下部には胸l哲~有するが、白色大形で、 その径は 3cm 長さは

4.5cmである。

胞子は無色で殆んを図形4をなし、径 5.7-8.8f11ある。

屋久島植物目録

大 村 勇

此の植物目録は筆者が昭和九年八月三十日より九月十四 日迄下屋久島

管林署に置務見習の鋸滞在中に採集せる植物中名璃の分明せるものやタ1I

事せるものである。前ほ植物名検索に蛍り多大なる御教示そ賜りたる下

屋久島管林署の小田氏、本校の宮津、遠藤柄先生に劃し、弦に明記 して

謝意や表す。

きく科

ヨナメ 。ヨ モギ。 ツハプキ。 ヂシパリ。ヤクゥサウ。フジノfカマ。チ、

コグサ。川、コ グサ。ムクジヤクサウ。 カンツハプキ。ガンクピサウ。

ヤプタピラコ。センダンク.サ。 ホソパハグ'?"テンデクヰぞタン。 ウスペ

ニニカ.ナ。ヤクシマア"9"i。キツコウハク?。アキノキリンサウ c イツ

スンキンクハ。ヤ クシマコウモ リサウ。タマ ノギク。

C 17 ) 
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ばら科

ムウ ;/.0 ムモモ。 ムピハ。 キ4チコ、ノイパヨ。フユイチプ。

バヨイチゴ。ク?イチゴ。パクチノキ。ムヨシノグクヨ。 キン tツ'ヒ

キ。シヤリン/'~ィ。ナハシロイチコ"。ホウロクイチコ・。カマヅカ 。 ナ、

カ?ド。ツチグリヤマずクラ。

ま ん さ く 科

4スノキ。

ゆきのした科・

ムアヂサイ。 ノリウツギ。 4ハがラ t。ツルデ?リ。ウチハパ夕、イモ

ンジサウ。シマコンテ事ギ。

もうせんごけ科

モウセンゴ.ク。

なたね ~4

ムダイコン。 イヌタガヨシ。

ふうちょうきう科

ギヨ.<j;ク。

くすのき科

クスノキ。タプノキ。カゴノキ。イ ヌカ.シ。ヤプニッケイ。カナクギノ

キ。バリパリノキ。

もくれん科

シキ t。サネカヅヨ 。

つづらふじ科

ノ、ス/ノ、カツ・3。アテツッ・ラフジ。才ホツッ'5フジ。カウシウウヤク。

めぎ科

ムナンテン。

あけび科

ム"，'、。

うまのあしがた科

センニンサウ。 セクシマカラマツ。

やまぐるま科

ヤT ク)レマ。

( 22 ) 



むらさき科

チシャノキ。

かがいも科

タウワタ。サク ヨヨンo "ヨカッ・ラ。キジヨヨン。

けふちくたう科

テ イカヵッ・ラ。サカキカツ'5。

りんだう科

ヅJレリンタ・ウ" l'クシ?リ ンタ・ゥ。へヅカリンダウ。

ふ tj'うつぎ科

ウラジロフヂウツギ。

もくせい科

ヒ、 5 ギ。ネス~ iモチ。

えごのき科

エゴノキ。

はいのき~;j.

，、 イノキ。クロノ，"0 i iヅノfイ。タンナサ p、フタギ。

かきのき科

トキハガキ。

いそまつ科

イソ?ツ。

さくらさう科

モロコシサウ。

まんりょう科

719 

マンリヨウ。ヤプ コウ:;。カ ラタチパ・ナ。モ クタチパ・ナ。 4ツeセンリヨ

ウ。タ -1i ン タチ~，ナ。

いは iJ、がみ科

ヒメ fハカ jft。
しゃくなけ、科

サツキ。アセピ。ヒカグツツタ。シヤシャンポ。サクヨツツタ。アクシ

パモドキ。ツクシ b ヤクナグ。ヤクシマシヤクナグ3

りゃうぷ科

リヤウプ。

みづき科

ヤマヰfウシ。

( 19 ) 
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せ り 科

ツクシゼリ。オfタン寸fウフウ。

うこ~.科

キヅタ。フカノキ。タヨノキ。 カク ν/0 ヤコグラ。

の伝たん科

クサノえぐタン。

ぎくろ H
ムザクロ。 パンジロ。フトモモ。

みそはき'科・

サ Jレスペ1)"

ぐ み 科

アキグ t。ァッr'ノマ Jレグ t。ヅ Jレグ t。

ちんちょうけ科

コガシピ。シヤクナンガンピ。コ tウノキ。

さ除てん科

ムサボテシo d.カニサボテン。

ずみれ科

スミ ν。タチツヰぞス tレ。ヤクシマス tレ。

むとぎりさう科

オ トギリサウ。 tヤマコクオトギリ。

ささ'んにわ科

チヤ。サカキ。 ヒサカキ。モッコク。 ヤプツパキc サザンクワ。 ヒメシ

ャラ o l:メヒサカキ。ハマヒサカキ。ヒコサンヒメシャラ。

ぎるなし科

ナシカズラ。

ぜにあふひ科

A ムクグ。フヨウ。才ホポンテンクヲ。

ほる tのき科

コパシモチノキ。

ぷ合う科

ヅタ。ヱピヅワレ。ノプドウ。ウドカッ・ラ。サンカグヅツレ。

〈ろうめもさ・き科

クマヤナギ。

( 20 ) 
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ほうせんくわ科

ムホウセンクワ。

あそかづら科

ヤマピノ、。

かへで科

シマウリカへデ。 コパウチハカへデ。

みつばうつぎ科

ゴンス~-f。

にしき~'科

クロツソレ。モクレ 4シ。 アテツリパナ。ツルウメモドキ。

もちの 合科

ツグ。 ソヨゴ。モチノキ。 ナ、メノキ。 クロガネモチ。ツクシイヌツグ

うるし科

ヌルデ。 ハゼノキ。

Tこかとう7ごい科

シラキ。 ュッ"9ハ。エノキグサ o :/Jンコノキ。アプラギリ。コミカンサ

ゥ。 ヲカメガ手ハ。ヒメユヅリハ。アテデクユグリハ。

せんだん科

センダン。

さんしよう科

ムザボン o 6 キンカン。 サンショウ。イヌザンショウ。ミヤマシキ

t。 カラスザンショウ。

かた tまみ科

カタノ，i。ミヤ?カタノ，i。

ふうろさう科

ムテンヂ‘クアフ 4。 ヤクシ?フウロサウ。

ま め科・

ムクズ。ハプサウ。 ヌスピトハギ。ハカ守カツ"5。ハマナタマメ 。

:/J ハラナツメ 4。

と べ ら 科

トベラ。

( 21 ) 
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ばら科

ムウメ。 ムモモ。 ムピハ。 キ fチコ‘。ノイパヨ。フユイチ f。

パヨィチゴ。ク-v.-jチゴ。パクチノキ。ムヨむノグクヨ。 キン fヅヒ

キ。シヤリンパ・4。ナハシロイチコ.。ホウロクイチコ・。カマヅカ。 ナ、

:JJ-vド。ツチグリヤ?サ.クラ。

まんさく科

イスノキ。

ゆきの Lt.こ科ー

ムアヂサィ。 ノリウツギo -1ハ jJ~ ラ t 。ヅルデ?リ。ウチハパダイモ

ンジサウ。シマコンテ事ギ。

もうせんごけ科

モウセンゴク 。

なたね科

ムダイコン。 イヌタガヨシ。

ふうちょうさう科

ギヨヰごク。

くすの 合科

クスノキ。タプノキ。カゴノキ。イヌカ.シ。ヤプニヅナイ。カナクギ ノ

キ。パリパリノキ。

も くれん 科

シキ t。サネカヅヨ 。

つづらふじ科

ハスノノ、カツ・3。 アテツヅラフジ。才ホ ツヅラフジ。 カウシウウヤ ク。

め ぎ 手ヰ

ムナンテン。

あけび科

i・̂。
うまのあしがた科

センニンサウ。ヤクシマカフマツ。

やまぐるま科

1'-.;-グルマ。
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すべりひゆ科

スィリヒユC

おしろいばな科

オシロイノfゴト。

ひゆ科

ヒユ。タイトウ。イノコヅチ

たで科

ムソパ。 イヌタデ。ギシギシ。づりレソパo iヅヒキ。

うまのすすもくさ科

ウ?ノスズクサ。

っちとりもち科

ヅチト Fモチ。

や~.りぎ科

オホパヤドリギ。

いらくさ科

キ tズ。 ヤプ?テ。ハドノキ。 ヤナギイチゴ。

く わ科

'123 

アコウ。イタピ。イヌピハ。ヵ・ジ"?)レ。ヤマク ハ。オホイタピ。 ヒメ 4

タピo ;;jミリノ，J -1ヌピハ。

にれ科

ウラジロヱノキ。

かしは科

クリ o -1タジイ。アカカ.シ。ウパ.~ )ザ シ。ツグヨシイ o "?テノfシイ。

ウラジロガ「シ。

1う、 I;{のき科・

アカシデ。ヤシヤプシ。ヤマハンノキ。才ホノfヤシヤ プシ。

やまも h 科

ヤ?モモu

やまもがし科

ヤ?モガシ。

ゃなぎ科

A アメリカヤマナヨシ。

( 23 ) 
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もやらん科

チヤヨン。センリヨウ。

こせう科

フウトウカツ"5。

らん科

セキコク。ムギフン。フウランo ~カンヨン。ナゴランο シュンヨン。

ヤクシマシユスヨン。ヤクシ?ホウサイラン。ツリシ、ュスラン。

めうが科

ムショウ jlo ハナミョウjl。

ばしよう科

ムバナナ。 ムマニラアサ。

やまのいも科・

ヤマノイモ。

すいせん科

ハマオ モト。ナツズイセン。キツネノカ tソリ。アテリウゼツヨン。

ゆり Zヰ
ムオ モト 。ハラ ン。 ヅルボ。ヤプラン。ノギラン。ムタマネギ。

A ラツキヨ。 ジヤノヒグ。ヒメカガラ。才リプルラン。 ?イヅルサウ

キキョウヨン。シタイトサウ。サルト リイバラ。クサスギカヅヨ。イハ

ゼキショウ。チャボホトトギス。

みす事あふい科

ホテイサウ。

つゆくさ科

ツユクサ。

あななす科

ムパ 4ンナツフ")レ。

てんなんしよう科

A サト 4モ。 マムシク.サ。 クハズイモ。セキシヨず1('

し ゅろ科ー

シュロ。シュロチク。ムカンノンチク。

かやつりくさ科

ヒメクク o
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くわほん科

ムイネ。 ムア ノ、G ムキピ。 シノf。マダケ。ススキ。チガヤ。サ サ

クサ。 アシオぐリ 。

ダンチク。ニハホコリ。乙、サトウキピ。 チカラグサ。ジュズタマ。

チヂミザサ。ヤクシマグサo 6 トウモ ロコシ。 トキハススキ。エ ノコ

ロク'サ。スズfメノヒエ。

まつ科

スギ。ヒノキ。ツガ。モ t。クロマヅ。 ピヤクシン。

いちゐ科

カヤ。ナギ。 イヌマキ。イ ヌガヤ。

そてつ科

ムソテツ。

いはひば科

カタヒノf。アテ fゾカタヒ，.，。

まつばらん科

ご注?ツノ，;ラン。

ひかけ、のかづら科

tッ・スギ o "i'ンネンスギ。ヒカグノカヅク。ヰ vパ Tウグシノf。タカネ

ヒカグ‘ノカ ッ・ラ。

かにくさ科

申ニクサ。

ぜんまい科

ゼンマイ。シロヤマゼ、ンマイ。

ウラジ ロ。コシ夕、

、，，、コ。

う ら じ ろ 科

，、、 ~.' 
』 手ヰ

うら t達し科

シノフー。ワラピo "i'メヅタ。シシラン。ミゾシ夕、ヒトツ，，，。タマシタ.

アツイタ 。 へラシタユ ナチシ 夕、タチ シノプ。 シシカe シラ o ".之 ニシ夕、

クりハヨン。ォ、ウ ピシタ o -iシカク'マ。ヤマソテツ。ヒノキシタ o イタ

チ会ダ。ク ルマシ夕、カ ナワラぜ。ク マワヨピ。ノキシ ノプ。 ス ジ ヒト

く 25 ) 
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ヅパ。ュ， iネシダ。ア?クサ シダ。ォ.ンク'ウシダ。キノポリシダo X 

bボシ'7ン。 オホタニヲ タリ。キンモウイノデ。 4ハヤナギシダ。ヒメ

ハシゴシダ。 才ホ fハヒトデ。ハチジヨウ シダ。ツヤナシイノデ。イハ

セメヲラピ。オホキクノテシダ。タカノハウ ラオぞシ。ヤリノホクリハラ

ン。才ホアマ グサシ夕、ホリ~.，ノカ ナワラピ。ヒ〆タカノハウラヰぐシ。

ヱダウチホンク.ウシ 夕、ギジノテシダ。ヰミヨシノプ。シ ?アテネカヅラ

りうびんたい科

リウピンタ 4。

こけしのぶ科

ヅJレホヨゴタ。ウチハゴ.タ。

「ム印は植栽せるもの」

本鹿町附近捺集植物園銭 (ニ〉

後 藤 "5.L. 

Polypodiaceae うらt云し科

才サシダ、卒原山、ヵウずキシダ、石峯、トヨノテシタ¥ip:原山、 へラ

シグ、卒原山、宮尾丸、ノコギリシダ、石峯、グジグジシダ、卒原山、

ハシゴシダ、卒原山、?メツ'夕、卒原山、イヌシダ、卒原山、ホラシノ

プ、ip:原山、タチシノ プ、石主襲、 tヅデウヨボシ、卒原山、オニヤプソ

テツ、石率、才ホパノ ヰノモ トサウ、宮王丸、ヰノモトサウ、石峯、ア

マクサシダ、石峯、宮王丸、 須志用、コモチシダ、卒原山。

Gleicheniaceae うらじろ科

コシダ、宮王丸、ウラジロ、卒原山

Sohizaeaceae ふさし?と科

カニクサ、卒原山、石峯

Osmundaceae ぜんま b、科

ゼン?イ、宮王丸、ip:原山

Equisetaceae とくさ科

( 2e ) 
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スギナ、卒原山

Lycopodiaceae ひかけのiJ、つら科

ヒカグ .IfJヅヨ、卒原山、タウグシパ、卒原山

Selayinellaceae いはひば科

カタヒパ、石峯、タチク ヨマゴク、宮王丸、卒原山

Pinaceae まつ科

ヒノキ 、卒原山

Saururaceae はんけしゃう科

ドク ダ t、卒原山、宮王丸

Piperaceae こせう科

フウタウカ ヅラ、石峯、宮王丸

Fayaceae ぷな科

'121 

4チヰガシ、卒原山、ナラパカ.シ、卒原山、宮王丸、マテパシヒ、卒原

山、オ ホミ ツ'ナ ヨ、 卒原山、クリ、石峯、卒原山、宮王丸

Ulmaceae にれ科

エノキ、卒原山

Urticaceae いらくさ科

ユア刃ソ、 須志田

Santallaceae びゃくむん科

カナピキサウ.zp:原山

Polygonaceae j.こで科

イタド リ、須志田、シロイヌタデ、飯感、イヌタデ、飯盛、 fヅヒキグ

サ、飯盛、宮王丸

Amarantaceae ひゆ科

イヌピュ、飯盛

Caryophyllaceae なでしこ科

ヅメク'サ、飯盛

Ranunculaceae うまのあしがたH
センニンサウ、 須志田

Lardizabalaceae あけぴ科

ムペ、宮王丸、卒原山

( 27 ) 
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Menispermaceae つづらふじ科

ハスノハカ ツ'ヨ、石峯

Magnoliaceae もくれん科

シキミ、宮王丸、ピナンカヅヨ、卒原山、石峯

Lauraceae 

クスノキ、 卒原山、タプノキ、司王原山、アタカゴノキ、宮王丸、ヤプニ

クタイ、 宮王丸、ホソパタプ、宮王丸

Cruciferae あぶらな科

ナヅナ、卒原山

Rosaceae いばら科

ヤマピハ、宮王丸、キン fヅヒキ、須志田、ノイバラ、宮王丸、 テリハ

ノイパフ、 宮王丸、フユ 4チプ、卒原山、宮王丸

Leguminosae まめ科

ミヤマハギ、石峯、イヌハギ、石客、タヌキ?メ、卒原山、カハラナツ

メイ、 須志田、ヤハズサウ、卒原山、宮王丸、ノアッ・キ 、須志田、 クサ

ネム、 須志田、宮王丸、ネコハギ、卒原山、宮王丸、ナツフヂ、ip:原山

Geraniaceae ふうろさう科

玉 うろさう 、卒原山、飯盛

Oxalidaceae かたばみ科

カタバ t 、卒原山、ハナカタ，.~ i、飯盛

Euphorbiaceae たカ、とうすごい科

コミカンサウ 、飯盛、ニシキサウ、飯盛

Vitaceae ぷ?とう科

ナツヅ夕、卒原山、ヱピダノレ、卒原山

Molvaceae あふひ科

ムクグ、卒原山

Theaceae つばき科

ツバキ、 宮王丸、ヤマチヤ、宮王丸、卒原山、ヒサカキ、卒原山

Guttiferae 犯とぎりさう科

ヒメオトギリサ ウ、卒原山、才トギ明サウ、卒原山

Violaceae すみれ科

C 28 ) 
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スtレ.卒原山‘コス fレ、 石端、宮王丸

Elaeagnaceae ぐみ科

ナハシログト卒原山 、宮王丸

11elastornatataceae の除たんH
ヒメノボタン、 須志田、卒原山

Araliaceae うこま科

ヤツデ‘ 7きJ王丸

Urnbelliferae せり科

729 

ツボクサ、卒原山、才ホパノチドメグサ、卒原山、チドメグサ、飯盛、

宮王丸、シラネセンキウ 、卒原山、須志田、宮王丸

Cornaceae みつぎ科

アヲキ、宮王丸

Piro1aceae いちゃ〈さう科

4チヤグサウ、卒原山

Myrsinaceae やぷかうじ科

マンリヤウ、宮王丸、石率、イゾセンリヤウ、官王丸、ヅル カウ夕、宮

王丸、ヤプカウ夕、卒原山

Prirnulaceae さくらさう科

ヌマトラノテ、卒原山

Symplocaceae はいのき科

サハフタギ、卒原山

Oleaceae ひひらぎ科

ネズ fモチ、宮王丸、卒原山

Asclepidaceae たうわた科

カモメツツレ、宮王丸1

Borraginaceae むらさき科

ハナ 4パナ、飯盛

Labiatae lんけい科

ナツノ揖ムラサウ、卒原山 、須志田、ヂゴク Jカマノフ夕、卒原山、飯

曜、宮王丸、ヒキ才コシ、卒原山、ウツボク'サ、卒原山

Scrophula riaceae ごまのはぐさ科

( 29 ) 
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ウリクサ、飯盛、ホソパルリトクノテ、卒原山

Orobanchaceae はまうつ保科

ナンパンギセ)~、卒原山

Acanthaceae きつねのまご科

キツネノ マゴ.飯盛、宮王丸

Plantaginaceae おほばこ科

才ホパコ、飯盛

Rubiaceae あかね~.!↓

カギ ;bヅヨ、卒原山、クチナシ、卒原山、宮王丸、シラタマ bヅ矛、卒

原山

Caprifoliaceae すいかづら科

ニンダウ、宮王丸、 ;b'マズミ、卒原山

Valerianace抗告みなへし科

アミナへシ、ip:原山

Compositae きく科

ヒヨドリパナ、卒原山、ヒメガンクピサウ、卒原山、チチコグサ、卒原

山、宮王丸、 jlンクピサウ、卒原山、ヤプタピラコ 、須志田、タカ サプ

ョゥ、須志田、ノアグ i• 卒原山、才少ヨ、卒原山、フヂパカマ、卒原

山

Alismataceおおも?とか科

才モダカ、須志田

Gramineae かほん科

4タチガヤ、卒原山、スズメノヒェ、飯盛、ヤダ夕、卒原山、マグ夕、

宮王丸、ヰミウ;7-1チク、卒原山、ニハホコリ、飯盛、 ;g・王丸、オヒジハ

飯盛、スズメノテツバウ、飯盛、ヒヱ、卒原山、モロコシガヤ、卒原山

キンヱノコロ、卒原山、飯盛 、メガJレカヤ、卒原山

Cyperaceae かやつりぐさ科

タマガヤツリ、石峯、 ヒメクグ、飯盛、ヒナガヤツリ、飯盛、 アゼガヤ

ツ1J.須志田、ノテンツキ、 須志田.ヤマヰ、須志田、ヒデリ コ、卒原

山‘イガガヤツリ、 須志田、テンヅキ、飯盛

Comme1inaceae つゆくさ科

ツユクサ、平原山、飯盛

( 30 ) 
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.1・
Juncaceae ゐ科

ヰ.卒原山、宮王丸

Liliaceae ゆり科

ヤプラン、石峯、ノギラ ン、卒原山、シ ヤウジヤウパカT 、卒原山首:;

ヤノヒグ、Lji原山、ヅルボ、 須志田

Orchidaceae らん科

ネデパナ、卒原山、コクヨン、石峯、宮王丸、ハナメウJj、宮王丸、オ

ネパノトンボサゥ、Lji原山

圏見岳の植物概観

士ロ 江 清 朗.. . 

私は昭和 9年夏熊本営林局植生係字野氏に停はれて宮崎熊本南懸境に

ある国見岳に登山する事&得たから其の時の喜~~書いて見たいと思ふo

o 岡山は標高1739米で大体北緯 32032'30'¥東経13101'の所にあって金山

大原生林で覆れて居る山である。遁順に従ひ採集して来た植物令本体と

して見て来たまおを書 く事にする。

八月十二日早朝一行八名は熊本側の内大臣研伐所や出費致して、南側

にツクパネガシ、サハグルミ、コパチ、ョ グソ tネパ リ等の茂る林遣を

躍で、愈々登山路にか詠った。相醤大きな漠流を自然の大丸木橋に依っ

て難なく越せば既に森林は全〈原生林とな り中に唯一筋の小便や遁づる

のみ。漠岸の課地にはハノレトヨノア、カノヅ メサウ等がカンスグに混っ

て居り、更にー漢を横切れば tヅパウツギの下にはシロパナエン νイサ

ウが大きな光揮のよい三枚の薬会蹴11-て早〈も樹下は北園の潤葉樹林を

思lませ、 漠聞に生えるカツ ラは小さなハー ト型の葉~優美な特徴ある樹

冠の上に献し、サハグ)~ uま長い萎葉花序の果房ぞ垂れて居た。

念坂を馨れば地表はツルアリドホシの赤い宜白い花濃締の葉に覆れ.

fヤマシキミの覧は赤 く。川ヒノキの小さ な葉は微妙に戦ぎ、頭上を見

れば今迄の潤葉樹林はー鐙してツガ、モ fを優勢木とす る植生となり樹

下はスズタタ密生しモ t、ツガの跡、立した所にはヒメシ ャラの赤褐色の

( 31 ) 
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幹が林内を明くして居る。こんな献態の林相の山腹令暫く進むと小さな

揮を幾つも横切る所に出るc

其鹿は今迄の関車な植生とは異って革本が津山生育繁茂 して居る。一

般に此の山には沼気の少し多い所には前述のスズタ タは生育して居ない

此の小さな揮の附近にはキレングショウ?の大群落が護濯して居て、濃

絡色の大きな葉の上に黄金の鈴の知き花 .:fe着生 して居 り 、其のJ:~森の

妖精かと扮ぷ、ばかりのアサギマダラが木の間洩る陽光の下に凱舞して居

る。樹木の枝の下と、下の草本階の聞の窓閉それ会津の上から見護せば

其の中に凱舞するアサギマダラの姿の美しさ。叉其のアサギマダラが人

を少しも怖れない鋸iこ筆者謹は素手で容易に採集する事や得た。 此の附

近の谷川の迭にはクロクモサウ、オホヤマハコベ、アグ t類、メタカラ

サウが出現して居る。 1翠~離れるとシロモジ、ムシカリ、ノ リウツギ、

タンナサハフタギ等の濯木の下は皆蘇苔に覆れて居り其の聞に混ってユ

キグサ、スミレサイシン、 fヤマタニタデ、ジンパイサウ等が極めて低

い草本階を形成して居る。

再び尾根に出ればモ t、ヅガ、イチヰとタンナサ川フタギ、ムシカリ

ヒメシャラとスズタナの地帯に出る。此鹿では既にプナ ぞ混請 し其の幹

にはタカネ γ ンネングサ C?)ヒメノキシノプ、シシラシ、 tヤマノキ

シノプ、ツタウルシ等が着生登撃して居り、草本階と喬木階とは次第に

離れて中聞には少数の樫木-i:'生ぜしめるのみで傾斜は相官に緩い。

もう峯も近いと思って居ると、再び遁は山頂を右にして山腹を牢廻り

して宮崎騒の側へ出て居る。雨側の森林は殆んきプナのみの原生林にし

てシナノキ、コノf ノトネリコ、マンサク、コハウチハカへデ、 t ッ・キ~

混請しモミ、ヅガは全く姿4甘かくしてしまふ。瀧木にはシロモジが大部

分を占めてムシカリ、タンナサハフ タギ、ノリウツギ.才ホヤマ νング

tヤマシク'レ、ホシナシミ ヤ"Yji"Yツ.t、tヤ?イオfタ.ハスノハイチ

ゴ、ヒメシャラ等。革本階は二、三の物全除いては皆低草であり、 tヤ

?タニタデ、 tヤマ タニソパを除いては殆んで全部が多年性草本で テン

ニンサウ、 Carexsp.ヤ?ホトトギス、オホモ tデヵ・サ、フタパアフヒ

クロクモサウ、 Jレヰェフボタン、ュキグサ、ミヤ?ナルコユリ、ツリパ

ネサウ、アキノキリンサウ、スミ νサイシン等があり、!)(、穆|却して居

ない小径の雨側には tホタウヒレン、オホヒナノウスツボ、アハモリシ

ヤウマ、サヨシナシヤウ 7 等ーがヤマカモジ (''?)の聞に生え 、相首な陽

光を欲するメタカラ カウが管養不良のやうな色やした淡黄色の花ぞ績つ

( 32 ) 
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て居る。斯様な所を二、三十分進むと今夜の露管地である少さな開轄地

に出た。

此庭{ま三十米に十米位のl院さ であって人然的に伐木した跡地であるか

又は初めから木が生育 しないのか明瞭でないが、下側はプナ、シナノキ

の原生林J-.~!リは濯木林やf.lって明瞭に 11艮られ、南端に近く上の瀧木林中

に湧*あり、東南向の風街地ではないが通風の割合によい陽光のよく投

射する遁操の草生地であって特別の革本のみの極盛の朕態にある。何故

に斯様な大森林地帯にこんな植生が現出して居るのか唯一回の調査に依

つてのみで知る事は出来ないが、左綾な革工が質際にある事であるかは さ

ておき、 筆者はさ欠の様に想像する。現在に於ける此の山の遣は宮崎側で

は椎葉、鞍岡に熊本側では前町、縦木村に遁じて居るが、先住民肢は其

の放行、移動に必が稜線を遁受し、叉此の峯近くで71<.の得られる地印ち

此の主主生地に毘告ましたのであらう。現今でも露営する人は紹えぬ様であ

る。而して此の草生地iま革本の極盛令示L、周圏の森林は落葉潤葉樹の

£ 極盛相を示 して居る。そこで少くとも現在の森林が極盛令示すに至った

植生蓮純勾革本時代の革本印ち国見岳が久住山の如く草原であった時代

の草本の一部が人聞の路管する4.1;:及びその他の因子に蹴聯して樹木の侵

入を防いで残って居るのではないiJ、と考へられる。其庭の草本に就いて

述べれば、クガイサウの群落と芝生其の他二、三の草本に依って大部分

令占められ下方め森林に接した部分にはキ V ングショウ?、サヨシナシ

ョウ?等や生じて居る。特記すべきはクカ'イサウであって此の草生地の

半分以上会占め其の後の大部分iま芝主止なり、他の草本(ま非常に鍛少〈

前記植物にはさまれて生活して居 る献態にあった。クガイサウの分布は

植物締官に依れば九州、!にはある事になっては居るが私は祖母山以南では

後見して居ないが久住山の草原にはある事 と思ふ。而して更に興味ある

事はクガ 4サウの花は濃青色である事である。然るに此庭にあるものは

大部分は矢張り護青色であるが中に紅紫色 、桃色、更に一驚に債するの

は白色花守閉し、たものが異る揚所に三本あった事である。此の異~犬色の

花~肴け T二重は何れも其の廊する株の中では縁に生育して居た。これも

興味あろ一つであるの此の現象l;:t種々なる意味から非常に興味ある事置と

であり、叉闘嬰 トからも位{直あるものと思ったが仕事の都合上根令持ち

蹄る事の出来なかったのは残念である。 折か ら花の少な い時期なる故此

等の干主にはアプ、ノ、チ、ヒメアカタテノ、、キア夕、ハ、アサギマダラ 、へ

ウモンテ フの類が津山集合して居Tこ。

く?~ ) 
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よか憩後更に山腹 I.e進めば間も jft~ <右側に頂に逝-t.る小便I.e費見し之に

従へば瀧木は衣第に低くなり、ともすれば枝に頭を打っけん詐り。見れ

ば今迄周園にあった様な大木はなく背諜木許りでツクシシャクナグの大

きなものが非常に多〈津山の果賓と来春美をi肢はんとする醤令丸k と鱗

片で包んで居た。頂上に立てば山叉山、稜線は四方八方に延びて何鹿で

轟きるとも知れ歩、宮~..Icたる樹海は自の前から彼Jケの雲の中に捜す~迄

波会打って居て、人間の手が何jえに加(まって居るか.それも笹見出来ぬ

位総ての人聞の即界が深い絡の各底に股ひこまれてしまった様に。これ

が九"¥，¥に於ける一番大きな樹海であると思はせた。頂 t附近は草本は!Ji、

〈皆濯木又は漉木版の喬木のみで、オホヤマ νング、ムシカリ、マンサ

クプナ、ベニドウダン屈の一種、ツクシシャクナグ、ペニウツギ、 t"" 

"7:'"ク.レ、ヤナギの一種、コパノトネリコ.アカモノ、コシアプヨ、コ

ツノハシパ t、コミネカヘデ、コハウチハカヘデ、ナ、カマド、リヤ ウ

プ、ノリウツギ、ヒロハヘ ピノ.>];ラズ.，クロプJレ、アキノキリンサウ、

品キサ・サ等である。

頂上で霊食~慌り再び先の草生地に下り、手伝抑~下して目的の植生調

査に取りか・った。務定の仕事を終って蹄って見ると、既に立祇な露営

準備は整って居てプナの薪は山政され、焚火の周囲には裾としてプナの

葉がー尺も高く積まれ、その廻りにはシロモジの枝で防風坦が立てられ

然もその内側の所には観賞用tニクガイサウの花迄帰してある念のλれか

たで夕食も漕めば折から晴れ渡った星~に、天にも届かん許りの焚火の

焔の末から火の粉がちらちらとプナの葉蔭に消える景色と厳な気分これ

こそ山ならではl味ひ得ない自然生活の優なるものであらう。

明れば八月十三日。正午迄に仕事令終り、再び訪れる事の出来さうも

ない此の山に無限の愛着の心を感じつ‘下山した。

向今夏、御厚意に依って大村君を初め筆者等六名が熊本管林局の

植生調査に套加させて戴き大鑑に御1世話になった本校第三回卒業生

字野宗雄氏は肱合に於で病を得られ仕事牢ばにして去る十一月十五

日に病捜せられました。謹んで哀悼の意を表します。

( ::34 ) 

" 



マ35

蛇類の費騒法

特に蛇皮欝法の蜜駿に就いて

3
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艇虫類の誕生は遁昔、中生代に其の端を費したのであるが早〈も時代

の能見として全盛を極め中生代は恰も腿虫類時代の観を呈し、人類生活

も其:れが儒めに多大の制限令受りたことは惣像に難くない。現在吾k の

)間虫類に劉・ずる恐怖心は賢に原始人類よりの系統的特性なり と高調する

者さへあるが該設是非会別としても殆合本能的に迄で深められてゐる吾

h の彼等に封ずる嫌悪の念ぞ何人も否定し得まい。

爾来、温暖多混~以て気象的に特色ある宮崎鯨は更に動物事上よりも

豊宮なる腿虫類の分布相会以て特色附けて異彩ぞ放ってゐる、此の事は

u諜外よ り足跡を新にした人h に劃して確かに驚異的な事賓と思ふ。

されき本!擦に於ける~虫類、殊に蛇類に闘す・る分類接的調査の知きは

等閑に附せられてゐるの~遺憾とする、之れ皐寛毒考文献の極めて僅少

なる鋳lこrjs'u:幾多の困難を件へあと共に蛇類には幼生明と成体!珂とに

より形態~甚しく異にするものがあっ大蔵k検索上困惑令来すのに依る
でL

ものと見ろ。

著者は弦に先づ本校動物皐敬呈にて蒐集せる主として宮崎~器産の蛇頚

に就いて分類ぞ行ひ、動物書皇賞職材料としての蛇類の取扱法より賢職法

の要密;会述べ、更に蛇類の成を説き、終りに宣行せる蛇皮続法&報ぜん

とするのである。 ーー

d 

P 

2 蛇類概記

隈虫類が南棲類より準化せる ことは既に化石動物惑の説明する庭lこし

て此の去を蓮1関iま石長紀であると見倣されてゐる、其後保羅紀、白軍紀に

ヨさって腿虫類の生活は然中、陸上、水中、何れの生活にも趨>>l!!U芳謂地
震苧『

上告覇権え掌握ーし人後期古生代令雨棲類時代戸云ふなれば持に中生代{ま

腿虫類時伐~劃せるものと云はねばならぬ。然 L共現在の蛇、輸血器、組

館、鰐等め酸系統7会議じて第三紀時代仁気候的大盤化にll!I遁ーし、之等(J)

鞍系統を践して絶域したものと考へられる。

( :15 ) 
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!随虫類の分類は Zittelに依れば衣の 9目を上けてゐる。

第 1目 l啄頭目 Rhynchocephalia {fJj Hatteria 

第 2目有鱗目 Squamata ~~折婦、蛇

第 3円魚龍目 Ichthyosauria (.fl石動物)

~g 4 Fl 

第 5目

第 6目

第 7自

鰭龍目 S;tu ropterygi;t (同

獣Jr~目 Theromorpha (同

組憧目 Chelonia 組能

鰐目 Crocodilia 鰐

上)

ーiて)

第 8目恐龍目 Dinosauria 化石動物)

第 9Fl 翼龍自 Pterosauria (化石動物)

今i陸棲蛇類に見られる趨感現象の主なる ものや 1，.け・れ11';;;欠の様て'ある

1体制、脊椛動物は左右耗l稽であるから蛇類も原則として其の体制を

保っと雌も生殖腺卸ち精巣並に卵巣の位置は左ホ針構的配列巻破って

左右の何れ治、が多少前後に歩、れてゐることは成るべく体の横的成長を

最低限度に止め旦叉体閣の極部的増加を防止し以て運動の園 i'~'・i'計ら

んとする通路現象の護露と 見る。

2運動器官、閲肢は退化するか或は所謂蛇足と縛 して痕跡的な無用の

存在となってゐるものもある、従て四肢に代るべき運動器官としτ鱗

か出来た理である、然し鱗に於ても運動に闘奥するも のは腹鱗である

から一般に其等は休鱗より護達か著しい、きれば運動性の絞漫なる J

クヨ へピの類にあっては腹鱗の護建に見るべ、きものがない。

3冬眠、秋末になれば体内lこ白色葉釈を呈すゐも脂肪体の器濯を促し

後部内臓の諾器官は之れに依つτ被はれるに至 る、 1ザる脂肪体は冬眠

中の貯蔵養分として重要なるのみなら子、諾器官の機械的保護として

役立つのであるo

4 捕食.蛇類が自体よ り大なる食物をI蝶下する鴛めに方骨の瑳謹~起

し他の脊椎動物とは異なる!燕下機構や示すこと‘なった 、更に有毒蛇

類に見る毒腺及び毒牙の謎生は捕食並に自体保護上大切な趨肱と見な

ければならないの

衣に蛇去買の生殖に就いて見るに蛇類iま元来卵生であって僅かのものが

卵胎生ぞ行ふのである、保し卵胎生{まE削I卿化せらるべき卵が産卵前に

体内に於て卿化して後産出されたものであるから卵生の異例と倣なす位

で雨者に本質的の差異会見出し~h、理である。されば一般が卵生と認め

ていたヱヨプウ tへピにあっても生活献況に依つては卵胎生になる可能

( 36 ) 
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性は多分に持合せてゐる のである。

3 宮11府腕産の蛇類

本鯨はiEL4??の略々 Jti限に位し 、降水量の多い鋳に 、四季温暖多採なる

気候4い見出した、新る環境i叫邸調の生活に劃・して好都合であるから弦に

我閣有数の堕富なる分布相を示すに至ったのである。

蛇類検索に於て特に注意すべき ことは前記の棋に成体と幼生とに依っ

て色斑令甚し〈盤化することであって彼のアタグイショウ幼生の如きは

体側に童文多の褐斑を現 し一見、ヒバカりに似るし、叉デムダリ幼生は全

体が符黄色を帯び腹TIiiの黒斑を倣き知何にも別種の装i'示 してゐるの

倫稀に白化した研謂白蛇なるものがゐて既に山口勝玖珂郡麻里布mrに

は天然記念物とさへ指定されたものもある。本~需にて採集された白虫色で

著者がl調査したのはヂムグリの白化せる衣の如きものであるの

採集場所一 一 南那珂郡、翌日E頭子山鑑

採集地の駅況一一岩の下にて多混なる地

採集月日一一1933.4.7

採集者一一川越源一郎

体形 表

全長=860mm(総排討lt臨より尾端迄は 145mm)

腹鱗=222伎

体鱗 21枚
、 尾鱗 G7i，j・

JiI 鱗- 2分す

以上掲載の分類は牧氏に依れるもので種は本校動物教寧所有の大部分

で採集揚所、採集月日並に探集者の明瞭なるものは附記して置く。

第一科盲蛇科

・盲蛇底--~クヨ へ ピ

標本番蹴 採 集 揚 所

No. 1 琉球嘉手納

第二利蛇 科

櫛蛇厨一一ヒパカリ

No. 2 宮崎市面市首東町

間厨ーー ヤマカがシ

No. 3 宮崎市下北方

( 37 ) 

年月日

1927.7.12 

1934.5.30 

1934.7 

採集者

北尾

小松

中島
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其他多数

高千穂蛇腐一一夕方チヰ、へピ

No. 4 熊本鯨八代郡縦木村 1934.9 吉江

治羅腐一一シマヘピ

No. 5 宮崎市下北方 1926.7 中 島

其他多数

同 周 一 一，ヂムクリ

No. 6 本校庭園 19 中 ・戸A・3 

「幼生〉

No. 7 同 J:: 同上

(幼生〉

No. 8 宮崎郡清武村舶引 1931.9.14 長友

No. 9 宮崎市下北方 1932.8 中 ，島

(幼生)

No. 10 同 上 1932 同上 。
NO.11 南那珂郡 1933.10 不詳

ぐ幼生)

No. 12 尾鈴山商 1934.5.10 楠本

~o. 13 小林町 193生 鷹野
1<> 

同 属一一一アテダイシ ョウ

No. 14 本校農場 1928.4.30 北尾 ， 
其他多敏

青蛇鹿一一 アラヘピ

No. 15 合中州東勢郡石幣坑 1929.7.8 田原

斑蛇属一一シロ?ダラ

No.16 下f 崎勝 1934.3 不詳

No.17 南那珂郡高郷村・大島 1904.9.6 中 烏

No.18 児湯郡三月j村寒川 1934.10.28 楠本

第三科脊高蛇科

第四科溝牙蛇辛!

雨傘蛇底一一ア γ がサ へピ

No.19 嘉: 濁 1928.9.28 締 山

はい属一一ハ 4

No.20 沖縄j際園頭郡国頭村 1930.8.30 長日‘花

( 38 ) 
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第五科海蛇 科

江良部海蛇扇町一エヨプウ fへピ

No. 2] 宮崎郡青島 1932.8 o ~主ロ主
No.22 宮崎市ーツ某損 1935.1.20 河崎

背黒海蛇底一一セク'ロウfへピ

NO.23 宮崎市ーツ誕慣 1931.8.10 長 友

No.24 宮崎郡青島 1933.8.7 日 野

第六科鎖蛇科

第七科)車蛇 科

腹蛇届---yムシ

NO.25 本校水田 1929.6.12 松原

NO.26 同 ーと 1933.6.26 寺尾
其他2頭

はぶ厨ーーハ プ

No.27 trl
' 

自地 1925.秋 鎌田

4 蛇の1!f験要悪占

蛇類を材料とする動物墜宜l磁を 3時間の 6回と して賓職法の要艶iを記

して見ゃう。

第一質験豊装、材料としては成る可〈個体政の多い無毒蛇が良いの .

であって、シマヘピ、ァテダイショウ 、ヤマ :IJj;lシ、の3種金主体とし

てゐる C 先づ採集日としては初夏め曇天特に雨後の新る天候には蛇類の

出廻 りが多〈、叉採集揚所としては田畑の用水路叉は山麓の小川に沿へ

る地墳が最も捕磁鍛が多い。採集の注意としては重要なことは蛇に損傷

を奥へぬことであって其れが錦には上手に生捕るのが最安全である。用

具としては手頃の棒.手袋及び能等であって、蛇~見出すや其の棒で頭

部H~~へ附け、衣で顕在捕へて舘に移すのが良い。蛇類の生活も決 して

孤濁ではないカ、ら 1/l.!!見附けた附近には相手のlVJiも居るもの と気を付

けねばならぬ。上記の天候と揚所にて採集を行ふならば容易に各自l/1h

宛の捕磁は間違ない、採集後は大型の牧容器に集めて少くも 2日聞は絶

食ぞ闘りさ穴の質験に供するのである。

(準備品〉 貰験室=大型蛇1&容様、小型蛇採集器

-質験者=子袋、捕磁{春、宜験手帳

第二託!強外畳及内臓観察と蛇皮線開始 、外景観察に先立って殺生令

( ::9 ) 
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行ぷ、、線め硝子製の密閉容器(大抵J令官iHへ、之れに蛇t.r濯びながら移

し、諜の間際より Chloroform鍛滴を加へると数分間にτ完全に麻酔す

る、此の際、麻酔時間を計るに有毒虫色のマムシは無毒蛇より慨して長く

抵抗力を保ってゐるこ tが知れる。 fflJちf尽く蛇t.r取出して清水巻入れた

}51J終にて全体会洗ひ、柴液又は排他汚液令去って解剖muこ戴せて外景観

察令行ひ 、ヨたの体形表i'完成する。

全長=頭部先端より尾部末端迄で、(車位111.111.)

尾長=締排地盤の関口部より尾部末端迄で、ぐ111.111.)

体燐=腹鱗以外の背面及び側面の鱗合格し、体周に沿へる配列政令表

示する、(枚J

腹鱗=腹而に縦列する大形の鱗で頚部より W~~1排拙膝の関口部迄の故金

示す、(枚)

尾鱗=結!誹地睦の関口部以後腹面鱗の尾部末端に至る迄での豊交を示

す、(剥.)

l虹鱗=綿排世!陸の開口部所制rJC門と呼ばれる部の!直面鱗を観察し 2分

するか否令記す。

体形表が出来上り更に外部形態の詳細なる観察が終れば種名が奥へら

れるのである、此の際序に性別jの鑑定を行ふのも一興あることである。

慨し，て雌は大形で全体が太短く、殊に尾部が短〈一見切断せられた観ぞ

呈する、然るに雄は小形で全体が釧lくすんなりとし取分け尾部は細長で

尖端や以て終る。新くして愈々蛇皮線の矯め剥皮に取扱lゐ、解剖銑にて

頭部上の部皮府や切組し、一方は頭部H毘り、他方は皮肉令持って逆剥

ぎとすれば総排地盤のあたり迄では難無く剥皮が出来る、衣に此の総排

池院の関口部令丁寧に皮肘より切離して一気に尾端まで制皮を行ふので

ある(後記蛇皮線法参照〕翻て内l蟻)摸を切開し各務管の排列、聯絡朕態

令観察する、特に隣袋、牒!願及び牌蹴の観察は器官の死後変色を起きぬ

生鮮の時でなければ正確t.rJ回し難い。生殖腺の配列は前記の知く生活と

重要な意義ぞ有するから経硯しではならね。箆'1，嘘終了後は大形解剖鋲又

は解剖刀令以て顕部より頭部II'切り自jgし、衣の貯蔵液(石川式固定液j

に浸出して次回の材料とする。

70% Alcohol 4 f) cc 

Formalin 1 0 cc 

* 4 5 cc 

( 40 ) 

。

。



思

741 

(準備品J 貰験室=殺生用大i程、新聞紙、蛇皮容器、蛇内臓模型園、

Chloroform 

質験者ニ解剖器、質E選手帳

第三宜脱 色豊2堕委 (Sketch)前回の新鮮なる材料に於ける翻察令

想ひ起しなが ら質物に首り細微なる内臓背面園示を行ふ。

(準備品〕 貰験室=蛇内臓模型園、新聞紙

霊験者=解剖路、面l示用具

第四宜J雄 頭部鱗片の観察及び岡示第二質験の際、切離しずこる頭部

を用ο背面、側面 、腹面の 3方面に亘って鱗片の外形を観察及び困示す

るのである、 蛇類の鱗片は種の特徴と して分類製上大切な役目ゃなして

ゐるが頭部鱗片の如きは同種間にあっても個体的盟=異の可成に大なる こ

とに気附かねばならぬ。

(準備品〉 貰験室=蛇頭部鱗片模型固(背面、側面 、腹而闘)解剖皿

賓験者=解良IJy，号、岡示用具

第五宜験 口腔0)翻察及び悶示第四在職後の材料令解剖.ll!lにとり 関

口水洗 し動物針{e以て固定すろ、舌の形態並に機構を究むること。

f準備品) 貫l験室=蛇口腔模型闘

賞験者=解告IJ(，号、悶示用具

第六宜職 頭部骨格の取lH及び開示第五質強後の材料各務め80度位

に加熱しずこ温湯に10分内外浸漬し、取出して冷水で洗ひピンセ ット、解

剖鋭 、解剖刀を用ひて皮府及び筋肉や除去する 、此の際、肉離れが悪い

場合は更に温湯に浸漬するのであるが過度の浸漬は腿並に軟骨&溶解し

て結果が思はしくない。特に方骨及び異骨と閥節骨及び印j骨Eの接着部

は離れ易いから注意や要するの図示は側面固とする。

(準備品) 質験室=蛇頭部骨骨告側l酎模型国

質験者=解印Ji{号、間示月j具

5 蛇 皮繰法

次に掲ける蛇皮線法は明器陳ie骨子と して著者が質行したJj法である

1.採集一外傷を付けさ'る様に捕へる、脱皮後の蛇ぞ良とする。

2.殺生・-Chloroform を用ひ瓶内にτ行ふ、 71<洗後剥皮に移す。

3. 剥皮一頭部の皮令切廻 し裏返しに剥皮する、総排池佐の関口部令

切抜 く0

4.脱指一殺菌 70% alcoholに1週間浸漬、時k捜持する。

( 41 ) 
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5. 第一線、ーさ欠の液に 2週間、 浸誌 、時k悦持する。

(水 1叩O∞O
明 饗 1叩Ogrr 

. 
食 主盛差 10g♂r 

(i. ~長付、一面の卒滑なるj仮に裏返として張付け総会竹釘にて止める

7. 第二緑、ーヨ欠の液を刷毛にて塗抹する。

* 
100cc 

明 塁壁 4gr・

食 控 3gr 

メザナンコ 10gr 

オリープi出 O.5gr 

卵 黄 0.5gr

8. 乾燥- 3日間、 陰乾とする。

9.仕上-Glycerineと卵黄と令等量混合せる被告脱脂綿tこて塗抹す

。。
6 蛇 類 の 用 注

延来、 勃興せる葬11-上研究は地方動物の加工並に利用に進出して野趣に

富める郷土物産令作るに至った 、蛇類の川1途の如きも弐第に憤大せられ

就中、蛇皮利用の手主主品には最近見るべきものが多い。今蛇煩の用途T

分類表示して見ゃ う。

薬用品=

蛇澗ーまむしil耳、(養命澗)と云ふがマムシ とのみに限ら't.蛇?e長

年月lこ亘りrs!it責とし鴻j品、調味、稀鰐?e施せるもので所詣蛇

総23は蛇i簡の製造元で採集に従ふ者の1[1氏名である。

蛇干物一名極蛇/e剥皮乾燥せるもので黒焼として薬ruとする、 j菌態

打i~ として云はれる此!;!弐の様である。

T ム シー-~ttHlt制

ヱラプウ fへピ一一喝Jj士制
ヤマカガシ一一脊髄病

シマへ ピ一一肋膜、!Jili病
アテダ4ショウ一一徽毒、淋病

ヂ ムダリ 一一胃病

蛇油一蛇類や煮出せる油は塗布楽に混じτ富IJ楽 とする。

( 42 ) 
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毒渡一毒蛇-a以て抗毒性血清-a製し防毒刷とする。

工嬰品一蛇皮岳製革して原料とする。

楽器一古来琉球で用ひられた蛇皮線のj加は印度に多い-""-{ 'Jと

(Phthon)及び其類の皮であるυ

女房具ーベン軸に蛇皮の尾部を張付けたるもの。

履物一上靴「婦人用〉

其他手重芸品一議口、手提袋、ステッキ 1 (蛇皮張付)煙草入れ。革

帯等。

7 文献

1 牧 茂市郎-1931日本蛇類岡譜 1

2 岡 上-1933向上 2 

3 室岡 孝治- 1929日本普通動物の解長Ij

4 高橋 精一一 1930日本蛇類大錐

5 日本動物園盤 ]927 

6 .!f.lg用動物園鑑 1930 

ClG35.2.4. 於宮崎高等農林墜校〉

宮崎高農霊室に飛来せる昆轟

四本正秋

筆者は昭和七年五月から九月迄の凡そ五ク月間、露呈の電燈に飛来し

た昆虫を探集して、 其等令調査 して見た。読者諸賢の御曇考にもなれば

幸ひであるの

養諸問は四月中旬から十月初旬までであって、三日交代に宿直し、生

徒の賢習指導のかたわ ら、叉飼育宜臓の間々に採集しずこのに過ぎなU、。

養誌室には所々にlE燈があるのであるが、その全部令見廻る ことは出

来なかった。見廻る時間も一定せ歩して‘兎に角手の閏いてゐる時で、

~Ii:詰問ゃ上校中 の如 き多i亡な時には採集ゃな し得なかったこともある。

養鐙室の北側と南側とでは飛来せる昆虫に異ひのあるのが見られる。

( 43 ) 
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それは北側はクス、マッ、クヌギ等の林であるのに反して、南側は前面

開けてゐるが儒めであって、例へば北側はすツカレハ等が多いが南側は

アテクサガメ、メ 4カ・3車が多く見られた。又南側には小さき排水溝があ

るが、それに棲んである水棲毘虫色可成り見受けられたのである。

叉其の夜の気象献態に依つでも異ってゐ7こ。例へば晴れた夜、曇った

夜、蒸し暑い夜、雨天 、風の吹〈夜等の知くそれぞれ異ひがあるのであ

るがそれ等tよ抜にして考えて見る。

五月から九月迄の間に何れ程の毘虫が飛来して来たかさkの表に示す遁

りである。

日 極額 個体盟主

自選主翌日 66 409 

納 麹 目 日0 3R7 

双遡目 8 37 

直菊 Ij 4 50 

虫占虫令目 1 

'f-f. iJ!i目 2 6 

有 l吻目 6 56 

言十 317 896 

上表で直惣目と有吻目が個体奴の多いのは 、直遡目ではハネナガヒシ

バッタ の471ヲ l吻阿ではアテクサガノが3Gの11~来数令示してゐるがためで

あるの蛸蛤Rの1個と言ふのはシホカヨトンボの雄で珍らしいものであ

る。毘虫の中でアカリをJ~#ふカの準大なるも のは何んと言っても鱗麹自

主P先づ第一に事けねばならぬが、すべ‘ての毘虫が極〈僅か乍ら有するの

であって 、之れはとききき稀にシホカヨ トン ボ、或は蝉頒の知きものが

室内に飛来すろ事によって明である。

弐に各月 の飛来獣.a上Ijて見るとさ欠の通りである。

日 5月 6)] 7 )J 8JJ 9月

自発惣目 101 113 99 21 75 

~Wl :辺 自 11 54 199 27 46 

双麹目 7 噌 1 5 4 20 

直麹目 2 2 44 1 1 

略的自 O O O 1 。
i学税目 1 1 4 。 。
有 l吻目 O 2 8 43 2 

言十 122 173 359 97 144 

( 44 ) 
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上表に依れば 7月が個体数に於いて最高位に在るのであって、以前筆

者が或る方面の記録よ 0統計的に研究せ しr結果と一致するのである。 8

月は可成 り少U、のであるが、こ の事も以前の調査と一致することであっ

て、 叉別に之の月iま秩管質習のため或ろ程度迄採集の忽になった事も一

原因と信守る。

宮崎懸虫痩数種

伊地知重悲

本誌第八lJJ1tに於て摘記 した i7守崎i/i附近の二三の虫-肥」に続いて、荘、

の採集し得た ものの中から更に数種の虫痩 lこ就t記したいと忠、ふ。

1. イスハタマフシ

昭和九年四月丸山町にて採集。一種の綿虫利の昆虫に依ってイスノキ

の棄に形成せらる 、虫:鹿で、到る所J二見出される。之は誕の雨面に突起

そ生じ雨面共に直径 3-7m.m.高さ 3-6111.111 位あって、 表面の方の

突起は略字球形で卒滑、 子LI;tA!則、。裏面のノケの突起は略間銀}伝令呈 して

ゐて、殆んで閉合してゐ る小孔ぞ有してゐろ 。 有麹虫は其の部分~童文片

に不規則に開し、た所から脱出する 3 。庇イホの表面は黄絡色 、糧安多虫、 @I]

多重主の'鹿虫が同ーの幼虫室の中に生活してゐ るの j鹿虫度入直後のものは

甑めて小さい粘駅物で黄線色ぞ呈してゐ るが後漸衣殻達して来ると紫色

を呈して来るものが多い。若い葉によ く護蓬し硬化した葉には護育 しな

い。鑓生は四月頃が多いっ

2. 二レナガフクロフシ

昭和九年五月四日 、 7. 崎高等農林!f~校の見本闘で得たが、之は一種の

綿虫科・の昆虫に依って形成されるもので、 葉腕〈の聞に薬の表に 向って有

柄の紡輝形、 長袋駅の突起となる ものであ Zが、護詮め詮にある ものに

於いては釘論先端は膨大せ争 、断歩;先端膨大し1来るものである。柄の

部は他の部分に比して色が淡〈。袋の部iま懲紅色で側壁帯〈 。裏面の柄

( 4" ) 
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の基部は白色の格毛ミヶ以て閉された穴があって、その直径も叉柄の基部

の大IJ、に依ろは初fi命であるが、

突起部の外面は全体密生した赤

い細毛で裂はれてゐるので、主[

色を帯びて見える。有麹虫は袋

駅になった部分の側面を不正形

に押し閉し、大形に製閲した所か

ら)挽出する。車室多虫、高さ

7-15m.m位大抵 13m.m位、

巾は 4-8m.m.大抵 4111.111位、

柄の部分長 2-5111.111で巾 1-2

m.m. (闘 1妻照)

3. クヌギイガフシ

時z膚吾レfグ77rJ1シ

昭和九年三月三十日、宮崎鯨南那珂郡飲肥町吉大字野方・に得たもので

ィグ

像的
。~.2fJ 7ヌザイ的 V

(~ffOO) 

クヌギの枝に生じ、色

は次褐色、躍生の揚合

と群生の場合とある。

車生の揚合は略球形で

その直径 6-10111.111.群

生の場合は32-50m.m.

雨揚合共外壁は硬く厚

い。表面には約6-8m.

111.で荻褐色の組剛な太

い毛t.e密生してゐる、一種の浸食子虫干科の昆虫クヌギタマバチに因って

作られ、短い小さい柄で枝に着いてゐる疫体は一部枝の外部令包んでゐ

る。柄の直上部が幼虫患にあたり、壁と幼虫主主の!践との聞に~所がある

(岡 2妻!被)

4.サクラトサカフシ

昭和九年五月五日、第七宮崎小事校の庭の慢の木に盤見したものであ

る。一種の胸虫科の昆虫 (MyzussaoakiMats.)に依っておこるヤ?ザ

クラの葉じり|経起で、葉の表の方に向って鶏冠朕i'呈し、葉の側肢の聞の

葉内が長く!肱に沿って袋駅に略起してゐるの基部、頂端は欝〈中央部は

膨れWf断面は略椅回形、主長田l立大きく凹凸し、小さい縦線が多い、裏の

( 46 ) 
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部分は直線朕にゆるく間合してゐるが、 有趨虫が脱出する頃は際閉会生

じ、そこから有麹虫が脱出するのである、車室多虫で外面は黄紘'色であ

る、一葉に 2-1、多いときは 5-6も生-9-'ることがあるがこの虫痩は日

射面が紅色ぞ呈するので、多く生じたと きは甚Tご美観である。高さは略

7-10m.m rJJ 7-9m.m，長さ 26-33m.m.位。

5. ヤマザタラハチヂミ

昭和九年五月五日‘第七百・|崎小感校で上記の虫・躍 と同時に同株て'得た

ものであるが、一種の腕虫事|・の昆虫 (i¥Iyzus higanzakurae var.rarus 

Monzen) に因るものでヤ?ザ Yヨの葉のー担IJ.3U;t雨側が哀の方に巻か

れたもので、葉身は縮んで来、葉肉は厚 くなって来る、黄鵠色合Z普通で

あるの

G.ヤナギハフクレタマフシ

昭和九年五月十三日尾鈴山の麓で得たが、葉のq'J肱の一側の葉内が表

裏同様に膨れて黄色令呈し、日射面のみ赤色を帯びて来る所の虫躍であ

る。表面ZJii骨で、慢は簿く、内部は大きい空室となってゐる ‘一種の葉

峰科の昆虫に依ろもので、直筏 6-10m.m.高さ約 6-lOm.m.

ハシザキに就て

替 藤 五 白日

有史以前の動物の一つtせられ日本特産である川ングキー名山撤魚は

天然記念物として有名である。私の郷里京都の方では俗にア ンコと 言っ

て居る。山淑魚と言ふのは皮膚の色ゃ表皮が山搬の木の反に良 く似て居

り山搬の様な香気が有 り河に居るから山撤魚と言ふのずごさう である。 東

洋主として日本中園地Ji(こ居る、日本特産で外国では絶誠し τ今から

200童文十年前に猫乙の~~，i方の一村 lこて之の山淑然の化石が第三紀暦にて

輩見せられ一見入の骨の様であったので村の暫者は之れぞ以て恐 らく

ノアの大洪水にて溺死した人績の化石 として日たのである。其れで1!!f< 
とも人間に近き動物の化石として蛍時の事界にも認められて居たとの事

< 4i ) 



マ48

である。所が濁人シイボル トが日本に来て始めて巨大なる山蹴魚を見て

大いに驚舎暮んすごさうである。 前世紀の遺物山淑魚が濁り日本にのみ棲

んで居るのは何故ナごらうか、黙し日本に居るとしτも未t:見Tこ事の無い

人が随分居る事と思ふ。

今から私の郷里京都府下商桑田郡の渓流に棲んで居る山淑魚の生活状

態及び{専設等令記して見ょう、山淑魚は諸君御事じと思ひますがヤモ

リカ、池に居る fモ1J'I'大きくした様なもので大きのは 4尺 5寸位になる

頗るグ ロテスクで初めて大きいのや見ると恐しい様である、皮膚は粘液

~絶r分幽してぬるぬるして居て鰻の様で粘譲が手でこすると取れる。

口の大きいのは一驚する。鋭い9t白い小さな歯が上下に列んで居て赤い

色令して居 り口令聞けると気味悪い也である。目見は胡Moltの様のがnnに 2

ツ皮脂が凹凸して居て閉じ故な色むからしてよほき良く見ないと見えな

い。肉は民自でl喰ベて見るとタコの様で一寸美味である。諸程0)病気に

良いとか言って問舎では料理にして食って出る。元来山淑魚は探|幻の漢

流に桜み日中は岩石の下ゃ主主の中で過し;夜IIIて食を取る。私の郷里は保

津川の支流で今までは相官多く居たがdiMるのが多いので今では一寸盤れ

なし、。之の頃では保護して磁らない桜にして居る。古老の話に依ればア

ンコは北向 含の谷でないと居ないと言，.b.、、其れも一理があらう。粘液~

体に分泌して|伎に上ったとき日光で体の表聞の乾くの令防ぎ元来潟気の

多い日 !墜を好む動物であるから、大抵は冬岩の下等に居るが時に朝早く

行くと 草の露が落もて草が倒れー兄大蛇が歩いた跡と思はれて其れ4をつ

けて行くと此のハンザキの大きのに 出曾ふ事がある。雨接類て;71'<陸扇方

に桜む。随分永く水が無くとも丈夫で何とも無いらしい。私 が 小 躍 校

6年のとき4尺位のが渡れτ取校の理科教宗に大きなたらひiこ入れて蛙や

蟹i'奥へて飼育して居たが金綱をe..¥(;る日閉めるのや忘れたので其鹿より

逃け出し大捜しやしたが*IJらす、其の儲十日以上も終ってから戎の室の床

の戸棚の奥の方へ入って居fこの令掃除したときに見付出して叉飼育した

が元気で前と同様であった。此の棋にして地上を歩いて蛙を捕へたり水

中では蟹、魚類を捕食したり して生活して居る。蓮動は極 く遅いが良 〈

食物'I'捕るものであるの多分大きな口で色が保護色で地上等では一寸判

らない、静止して居るとき前に刈こでも諮る と一度に大きな口令開いて捕

へ るのであらう、其Cり議搬には此の山搬伶I.T鉱ろのには恰度鰻をll!.1る と

き漬事!とか拘込みとか言って室!の先lこスー舎やj.て糸で盗!令結んで獲る

のがあとが其れと伺椋で大台な針金 I出けて其れに ~!.I~ 1，甘さして之れ金竹の

( 48 ) 
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尖端にイすけ谷の岩百の下等で居そうな所へ静かにλれると其所に居れば

一度に飛付いて決して引張って も離さな町、其れで昔より一度之れに手

を噛まれる と手が切れてしまふまで放さないと言ふので手で捕る事はし

ないのである。それで引張って捕へるのであるが叉此の様なのを揮山?

居ると思はれる庭に帰して置き鰻の付針の様にして捕える。針T蛙 と供

に喰って t少し小さい針であると何時の間にか出してしまって口の庭で

糸だけ切れば其の植生きて居る事がある。普遁は上の様に して捕へて居

るが途中で見付けば藤の皮を脱いて縄の様に して一つ輸を作りその簡に

其の輪令置いて後より一寸つつくと頭がその輪の中に入ると早速絞って

' 首の所でくくってしまふ此れをぶら下抄て障る。 今では大きのは少なく

三尺位のものであるが明治の初め頃初めて之の谷の方へ遁が遁じた頃は

相官大きのが居て牛が驚いてをうしても河を渡らなかったさうである。

私の村の奥約2里学位の山中に石次岩ぞ取った跡で深い瀞があるが昔大

きな山淑魚が居て水中てe異光会笹しその瀞の主として、今其鹿に洞があ

るが 、TこTこりが恐し〈て奉ったものらしし、。之れと同様な偲説が多く今

でも居る備後国向湯原村に民自魚大明面'1'飼がある。惇へる所に依れば之の

村に龍頭瀬{鳴魚淵あり。元棋の昔此庭を通りかかった時水中lこ怪物あり

良〈見れば大山淑魚なり、三井彦三郎なるもの一刀を手にして綱や体に

同 しばり水中に入り迭に呑込れたが少年彦三郎は刀にて腹や切り聞き綱に

ったって水上に出た、村人多くして之れぞ引き上け、しに長さ 3丈半周園

1丈3尺あったと言ふ。其の夜少年の家の門前にて門会叩いτ続泣して

去るそれ会遁へでも姿が見えす手。幾何も無くして家の者相継いで死す故

に之れぞ洞って今に残ると言ふ。

叉最近京都府下北桑田郡の或る村で大きい山淑魚が獲れ珍らしいので

京都動物園に持って行き飼って貰ふとして村長さん等が持書した所園長

さん日〈市中では之の様な大きなもの飼育するのに飼料に困まるので飼

ふ事が出来無いと叉動物闘に之の様な大きな色のが無くして小さいので

良いので有るから折角百がと返されたと言ふ事である。現在では大舎の

は漸衣少なくなって行〈様である。村の老人が言ふのには 1尺位の大き

さで4.5年位経たものださうである。4尺以上のものは私濯の年齢位経っ

て居るのでは無い7ごらうかa卵は夏の初め頃岩石下に産み蛙の卵の様で

ある。卵の数は相賞多く自分で抱いて保護して居る。近年捕獲される毅

が多く年と共に誠少して行くのは異に残念な事である。よろしく産地で

は保護して此の珍動物を'永久に残したいものである。
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趣味 の蜘 妹採集

王寺 幸究

まへがき

蜘株類〔ここに云ふ蜘昧類とは一般の蜘株を指すのであって Craneia

の事である)は昔から直接に人間に利害関係を有することが少いものと

して興味ぞ引か歩、人に曜麗されて来たために、研究も準ま歩、現今に

於てすら、街幾多の開輩、調査の飴地が蔑されている、と言ふよりむし

ろ、大部分は未開霊であると言ふ方が嘗るかもしれない。

然らば果して、かく無頓着に看過さるべきものであらうか、過去の動

物研究の不完全な時代は別として、現今の如〈理論動物慾方面が進歩し

それが要求する開園は愈々憤大し、深度lま益k探くなりつ当ある時代に

於ては、最早ゃ、論余るまでもなく、開鐙せられなければならない運命

に立至って居る。

そしてこれが調査研究せられる事に依って、今日の動物接上、就中動

物生態接的方面、及び動物地理接的方面に持来さるべき効果は、それが

未開穫であるが故に一層重大なものとなるであらうことは想像に難くな

い、街宣用的方面から見て、現今蜘妹を直接に利用して居ると言ふこと

は、車交へるに足らないほ~.である o

蜘株を薬用とすることは古来行はれて居ることであり、蜘妹の綜は外

国に於て賞用化石?企てたものも少くないが貰際に賢用的に成功したもの

は殆ん~.ないと言ふことである、パ リの墜士院では曾って有名な昆虫撃

者 Reaumurに蜘妹の締の賞用化や研究させたが、彼の宜験では、大規

模の工業的製産は不可能であると言ふ結論に到謹した。

上越の知〈、現在と臨も賢用化されて居る事は殆んきないが唯蜘駄に

ついて注目すべきことは、彼等の殆んe.すべ、てが、害虫を捕食する所の

有主主動物であると云ふ事である、賢際彼等は常に昆虫を姉食して生活し

て居るのであるから、人が気附かない問に恐ろしく英大な利主事会輿へて

居るに違いない、故にこの方面に関しては調査が進めばその蹟駆的利用

の途も計るに難いことではない、と考へられる。

かくの如く純動物。撃的方面よれ叉路用的方面より見ても 、強!昧類の

調査の必要は愈k増大して居る駅態にある。
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し;かし蜘妹そ研究するには、昆晶の様に筒軍に標本も作ることは出来

予叉文献も少いから暗夜にものをさぐる様に困難であり、極めて不正確

な調査し;か出来ない、放にーツの事について完成することな~~~とは全く

紘遠い事である、質に足も とから一歩一歩進むより外仕方がないのであ

る。

ぐり 蜘妹の研究の第一歩

蜘株に閲しての文献は、邦語のものは僅少である、今それぞ是暴けて見

ると。

1.蜘虫~çの研究場原情衣著昭和 6 年

2.多足類及蜘昧類! 江崎1泳三著、昭和 5年、岩波講座ー加の本とな

ってゐるのは以上で、タトに色k な入の部分的に載せられた本もあるが多

くはない。

蜘株会調査するには先づ女献から、専門語なきを引張り出す必要があ

るiJ、ら基幹けて見た。

動物の研究は、第一歩は採集に始まると言はれてゐるほきであるから

遁嘗に採集 しなければならない(この事については後に記す。)

採集したものは標本とする必要があるから、今私の用ひて居る標本製

作法について言ふと、

先づ採集 して来たものは、これについて遁醤なる記載やした後、番続

会附した液漬用カ'ラス管に保害する、液は

1. 3-10%フォルマリン液

2. 75%アルコール液

3.石川氏固定技

第 1の 3-10%フ才ルマ リン液は、入れて硬くなれば再び軟くなすこ

とは出来ないから硬化しでもかまはない。標本に用ひる、これは登色が

少い。

第 2、75%アルコール波は、後取出す必要あり、硬化すべからさ'る標

本用とする、慶色が大である。

第 3のものは 1と2の中間用の標本に用ひる。

かくして出来た標本は遁賞に保事し何時でも容易に目的物が取出せる

様に整理しておく。

蜘株会保集する揚合には、同時に彼等;の生態.生活揚所等に注意し.

卵装、卵、其他必要な附属物は標本主共に蔵して置くことが大切である

採集した個体については成可くスタッチを行ひ、特徴やっかむ犠に気や

( 51 ) 
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附けるべきである、倫研究上、飼育して見ることは最も有効な手段であ

る。

(2) 蜘虫*採集の時期

蜘昧は年中捕ることが出来るが.一番よい時期は秋から冬 Cあらう、

彼等の大部分は越冬するので而も成虫態であるから、この時期こそはー

綱打盛に捕へられる絶好のチャンスである。松葉、朽木の下或は土塀の

隅から大木の樹皮下に至るまで地上の陰所と言ふ陰所にはあらゆ る種類

が管室h としτ春を待って居る。

しか L越冬しないコガネグモなさ-の類は何しても夏でなければならな

いl7J、 Lこれ等も山野に Netを振ひきへすれば容易 く豊富に捕ること

が出来る。

春は幼虫が多〈叉冬捕った残りばかり自につき、一番面白くない時期

である。

昆品と建って雨の日にも、風の日にも、採集することが出来るし、ひ

まな時は何時もよい時であるから、採集する者(ま常に採集mの小ヵ・5ス

管を携帯して、日頃i主意して居る事が最も便利お:採集法であ らう。

(3) 蜘昧採牧の場所

蜘l虫*は殆んざすすべてが毘誼i~捕食して生活して居るから毘品の住む所

には大甑住んで居る。

1.花iこ集るもの! 春夏の候山野より人家の庭園に至る迄吹きみずこれ

る;詑には童文知れない毘轟が集ひ、蜘妹は彼等の虚をねらって花の髭にひ

そみ、成は花色に援して悠々と花上にのさばって居るのもある"これら

の蜘妹は主としてカニク'モの類で彼等は網令張らない。例へば最も普通

なものはハナグモ、アツ'マ カニグモ、ヤミイロカニグモ等で外に名の判

らないのも甚だ多い叉花上にはササグモ、ネコハヘトリグモ、或はサツ

マノ tダマシの如きものも住んで居る。

2.樹..1::に居るもの! 歩行性のものは葉の上から枝の頂上迄這ひまは

るので葉に住むものと明かに匝別は出来ないが、主として樹幹のみ這ひ

まはって居るものには、ハ h トリグモ、ヱピグモ、ヤプヱピグモ、クロ

アリグモ等であらう、因にクロアリク'モはアリとそっくりの形でアリ の

巣内に侵入して卵なt子会奪ってくると云ふ愉快な奴である。

3.葉上に居るもの!喬木或は下草に至る迄植物の葉上には常に待機 し

てゐる蜘i妹が少〈ない、ハマキフ クロク.モ、ヒメフクロク.モ、ヤハズフ

クロク・モ等は比較的小さい樹木の葉~巻いてゐるが、ヲカパク・モ、コマ

C 52 ) 
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チグモ等は比較的高い木の葉の上に生活してゐる、其他多くのハヘトリ

グモの類、ササク'モの額も築上に居り、ハグモの類は主に小さい草木の

葉上に見られるの

4・樹聞に居るもの J支k が森の中な25・で最も煩はされるのはこの樹

聞に張られてゐる網で、除いても除いても、執念深〈、くつ・いてゐる

のには曇ってしまう、樹聞に居るものは主として、コガネグモ科のもの

で、ヂヨロウク'モ、コヵ・キク'モ、才ニグモ等はこれ等のアウソリチーで
Authority 

ある。

ー 外にアシテガク'モ、長〈ゴ tt.e貯めてゐるゴ fク'モ、腹部の長 くなっ

た才ナガグモ等監ったものも多い。

5.草聞に網や張るもの! 道端の草の聞には美しいドヨウク'モが居り

稲の聞なεにはコガネグモダマシが小さい網を張る、トホシドヨウグモ

ヌサグモ、シロガネク.モ、ナヵ・コカ.ネグモ、サツマノ fダマシ、フタホ

シトググモ等何れも美しいものぞろいである、又グサク'モ、コクサグモ

等はラッパ!吠の棚網を張って居るものである。

6・土表に棲むもの! 土地の表面ぞ走りまはり或は朽葉の下に陰れて

居るものはこれに入れることが出来る、ウス'キドクク'モ、川ラクロドク

グモはこの方面の権威者であり、これに弐で朽葉下なさ‘にはドクグモモ

ドキ、クシグニ正・の類、アカネグモ、アカア リグモ等が棲み叉、葉上から

， 突然地表に飛降りて走って行〈スデプトハシ リグモ、スヂボソハシリグ

モ、ィワウイロハシリク'モ等もある。

7.土地の睦所に棲むもの! これには、棚網を張って居る、書ナグモ

シモフリタナグモ等の外に、ヒメグモ科のものや、コガネグモ科のコガ

ネマル、或は、ハへトリグモ科のヤハズハへトリク'モ等がある。時とし

てはアシダカク'モの類がひそんでゐることもある、ジヵ・パチク.モは峰に

似た小さな蜘妹であるがこれも亦l心地の寵壁の祭所等で見られる。

8.穴居性のもの!山地の傾斜面或は生垣等の根本近くの傾斜面には自

ら穴そ掘って穴居して居る、キムラク'モ、トタテク.モ等があり、叉ヂグ

モは誰も知ってゐる穴居性の蜘株である。

9・人家に棲むもの! 夜によく出て来る大きなアシダカグモは誰も知

ってゐることであり、障子や壁、坂壁等~俳個してゐるものには、ハエ

トリグモ、"'i'"tジロハへトリク'モ、アダンゾンハへトリグモ等ーがある、

チヤスデハへトリグモ、も亦多い。
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便所の隅、立所の隅な'2'f':'は、才ホヒメグモ、ヒメク'モ等が複雑な綱

を張っており、軒端にはオニク'モ、カレハヒメグモ等が頑張って居る。

叉不潔な塵の溜った所にはイウレイク'モの類が現はれる、土壁なさ・に

は固い卵ぞ入れたのかと思はれる様な菓や張ってゐる美 しいヒヨタグモ

が居る。

10，特別な場所1 この例としてはオニグモの大きな換に居f民会やって

本主主の才ニク'モが見向きもしない犠な小さな飼を食り喰っているシロガ

ネイソウロク'モがあり、叉、杉の木の根本近くに丁度カマ キリの卵殻の

様な形令しfこ蓋の附いた菓を遣って生活しているツクシトタテク'モがあ

る、叉青島の海岸には石塊の上を這ひまはっている珍しい川ヘトリグモ

が居る、九州商部の海岸には潟水のλって来る所の岩礁に生活してU、る

4ソク.モと云ふものが捕られて居る。叉水中に生活する tズク.モがある

叉私は曾って樹液に集って居る毘品をねらって居る、ハへトリグモの一

種及びカニグモの一種を見たことがある、叉水中に生長 している植物上

に生活L容易に水上ぞ滑走して行〈ハマキフグログモ、ハシリグモ等も

珍らしい習性の蜘株と云へるであら う。

以上で大体棲息揚研は終ったが要するに彼等は歩行するから、住所は

常に慶化し一定の揚所に居ることがないが大体種類によって生活揚所の

範閣は一定して居るものである、し;かし冬期は何れも雑居して越冬して

おり、採集はこの期金ねらうが一番良いから今越冬揚所に就τ関車tこ説

明すると 。

1，樹皮…松杉なさずが最も都合よい、ハヘトリク.モ類 、カニク'モ類、ヒ

メク.モ類、フクログモ類、等が主である 0

2・塀の隅!土塀、板塀より石垣等に至る迄零所には夫々集を張り或は

枯草なき・ も集めて越冬する 、ここでは主に、ハへトリク'モ類.タナク'モ

類、コガネグモ類、ヒメク.モ類等が多い。

3・落葉、葉が一杯堆積していろ揚所なきには極めτ珍しいものが多い

フクログモ類、ドクク'モ類、カニグモ類、ハへトリグモ類等が主である

叉樹聞に蜘妹の巣なで'e一緒に集って掛って居る葉の中にも可なり越

冬して居る。

4，地表の窓所、其他葉や瓦等の1盤、ここには殆んですべてのものが居

り、ワシグモの類が獄に珍らしい。

以上の如くであるが、南側の土手或は垣等の如く、越冬に楽な揚所も

上越の揚orと共に探す必要がある。
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4・蜘昧類の分類

現今lこ於ける節足動物分類は、 15綱に分たれるのが普通で、これの一

個に昧形類 ArachnoideaC Arachnidめがあるが、蜘株類はこの中の一

目に位置するもめである。

九大の江崎博士は株形類il'分ちて9目となし第 6自に蜘昧類 Araneia

巻位置せられて居る。

蜘紙類ぐE若葉)の種類は既知のものでも高令越えて居ると言はれて居

り分ちて 3.S2目となって居る。

0.) きむらぐも亜日 Liphistomospha 

これは原始的な種類であって、他の鈎l妹と異なる重大なる特徴';t、腹

部特にその背坂に明瞭なる分節の現はれていることと、劫績器官が 4艶

(内 1艶iま融合して一個となる〉あって、腹部下面の中央に害する こと

である、 I手破器は 2艶の書}lifjよりなる。

この自の種類は、古世代の化石に知られたものが 2科7属12種ある、

この類の一部は現存して 1科 Liphistiidae;a形成し 2.S2科 3底 7種が知

られてむる、この一種キムラク'モ Heptathelakimurai Kishida は宮崎市

下北山に産する。

(2) とたてぐも 5~ 目 Mygalomospha 

腹部には分節なく、幼続器は 2艶で腹部後端近くに在る、呼吸器は 2

t.l'の JI市震である、本邦には20程ほ~.知られて居る、ヂク・モ、 トタテグモ

は之に底する。

(3) 蜘!妹亜目 Arachnomospha 

これは狭義の蜘株類であって、一般のものはすべてこれに含まれて居

るj度部には分節なく、結r銃器は3針ありて腹端近く.鋭角は下方に向っ

ており、呼吸系は 1掛の肺嚢と1艶の気管とからなって居るが稀に共に

}ji/i礎又は気管のことがある。

科の薮でも50に近い本邦では 500-600種余知られて居るが現存する

ものは恐らく数千種であらう。

向別なことであるが脚の長い メクラグモは蜘妹類には入らない。
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天草産ザソリモドキに就て

問 回 正憲

従来サソリモドキは熱帯叉，j，~~熱帯地方に産し、本邦0)盈:湖、沖縄、

奄美大島以北では紹艶に棲息しないものといはれてゐたが、昭和五年一

月二日熊本勝天草郡牛深町の自炊庵と稿する寺院の墓地内で、官時熊本

麟立天草農業製校在感中の太田賀君ーが、同上の基地掃除の際.偶然に石

の下に潜んでゐるのそ渡見し、是に依って日本内地にもサソリモドキが

棲息することが確認ぜられ、動!JWJi1!!理接上大なる貢献をなしてゐる。郎

ち該サソリモドキは日本内地に於τ最初の琵見であり、本郡牛探町(北

緯三十二度十一分)は其の産出の北限地である。

サソリモドキの動物接的解説

一、動物製上の位置

節足動物、妹形綱、脚題目

二、名稽

和名、サソリモドキ

異名、シリラムシ、又はムチサソリ

塁塁名、T.ypopeltis Stimpsoni (H.C.Wood) 

三、形態

全躯はサソリ叉はクモに似てゐて黒褐色を呈し、背申は長い五角形ゃ

なし、閥震は鮒に襲形して大である。腹部は十二節から成り、末節は

小さい闇柱に霊堂、じ、後方に鞭駅体.>e有する。第一脚は中111長く其の末節

は鞍多の小節から成り鞭駅:a呈して、全部l;t，恰も燭皇室の綾な翻があろ

雄は燭震の腔筒部に附属する突起物の先端が膨大してゐるが、雌は其

の先端が鋭くなってゐる。

問、生活駅態

サソリモドキは南向の温暖な場所に棲息じ、石の下或は澗究室撃に越冬

し、一般に輩聞は石の下や洞穴等日光の直射しない揚研に議み、夜間

出でて昆虫其の他の小虫を捕食し、叉盛んに共食ひやするらしい。天

草に在る九大附属の富岡臨海宜験所で、ワラヂムシぞ輿へて其の童文f7J!

~飼育せられた所が、共食ひ守して惑に一匹.>è越すに到ったと云ふ。

今迄採集されたものの中、大多数は雌で雄は極めて少いと言はれて居

( 56 ) 
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が、或は之は共食の結果であるかも しれぬ。倫護見者の太田質事-は硝

子瓶の中で自ilsi'奥へて十余日間飼育して居たが、知らね聞に瓶口令程

ふてある紙令破って逃け去ったと云ふ。昭和六年八月に交尾中の雌雄

を採集した入が有り、叉三月から五月迄の聞に多くの幼虫を認める事

からして、産卵は秋期で解化は春期であると察せられる。石下に潜ん

すご生体令捕へ様とすれば、尾部の鞭状体及び主甘肢の燭撃 と鞭駅の第一

脚'l'上u.て威嚇し、体から盛んに酷酸臭令霊散する。試みに青色リト

?ス試験紙を燭るれば之や赤蜜する。手で之を捕へても、暫時酷酸の

離脱しないのみで、何等の危害は加へない。要するに該サソリモドキ

患は天草の中でも、最南端の牛深町以外の町村では来すご盤見されて居

ない。

宮崎市附涯の隻麹目

両 橋 尋 匡

採集揚所は宮崎市附近で極めて小範園である、毘識には植物性のもの

を食物とする種類と動物性のものや食物とするものとあるが大部分は前

者である。然しながら双麹自の類に於ては後者のものが割合に多いので

山野の草木地帯以外に畜舎並に住宅附近に於ける採集が多かったのであ

る。

採集は五月から十月に至る六月間に於けるものである。採集時期とし

ては五月から七月の初め頃が最もよい時期の様であった、 七月と入月の

炎暑の候には日中は野原や路傍に於ては割合に昆虫の姿ぞ見ることが少

いが、森林やlね聞の採集にはv遁してゐTこ。以下採集昆虫の目録ぞ掃けて

見ょう。

1.シホヤアプ科 Asilidae 

(1) シホヤアア Prornachus Yesonicus Bigot 

(2) アラメアプ Ornrnatius chinensis Fabricius 

(3) タ 4ヲ4ンシネヤアプ Astochia v.irgatipes Coquillett 

(4) ザギジロムシヒキ Machirnus scutellaris Coqui1lett 

( 57 ) 
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(5) 才ヰミムシヒキ Astochia Vigatipes Coquill巴tt

2.ハナアプ科 Syrphidae 

(6) ヒメヒラタアプ Spha巴rophoriataeniata Meig 

(7) オ平ヒラタアプ Dideoicles latus Coqui11ett 

(8) ナ tヒラタアプ Syrphus (Episgrphus) 1コalteatusDeg 

(9) シマハナアプ Eristalodes kobuside Meijere 

(0) キアシヒメムシヒキ Cerdistus laetus Becker 

(11) スカシベツコウハナアプ Volucella tobanoides Motschulsky 

(12) ヒラタアプ

3.アプ科 Siml山 dae

ぐ13) ウシアプ Tabanus trigonus Coqui11ett 

(14) シロアプ Tabanus mandarinus 

(15) メクラアプ Chrysops suavis Loew 

(16) キ 4ロアプ Tabanus fulous Meig 

(17) シロフアプ Tabanus mandarinus Schin 

(18) クロメクラアプ Chrysops japnicus Wiecl 

4. iズアプ科 Storatiomyndae 

(19) カウカアプ Ptecticus illucens Sihin 

(20) ハキナカ・ 2ズアプ Rhaphiacera hakiensis Mats 

5.アプモドキ科 Nemestrimdae 

(21) アプモドキ Hirmoneura orientalis Licht 

6. -1ヱハへ科 Maschidae 

(22) キンパへ Lucilia caesar L. 

(23) クロバへ Calliphora lata Coquillett 

7・シマパへ科 Sarcophagida巴

ぐ24) シマパへ Sarcophaga carnaria L. 

8.ウシパへ科 Oestridae 

ぐ25) ウシパへ Hypoclerma bovis De Geen 

9.カカンボ科 Tipulidae 

(26) "vダ ラカカンボ Nippotipula Nubifera Coq 

(27) オホキ 11ウシカカンボ Tipula longicauda Mats 

(28) t カド:/Jカン*~ Tipula mikada West 

(29) キりウホソカカン..t~ Nephrotoma virgata Coq 
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奄美大島の貝類

聾 島 正

本邦産貝類の種類以卒瀬氏によれば三千四百余種であると云ふが更に

委任統治の南洋諸島に産するものを加へるならば略.四千種に及ぶであ

らう。

奄美大島は気候温暖にして霜零会見ることなく、黒潮流れ、近海には

多くの明日瑚礁散在し、中に俳個する珍稀なる魚介も亦少くない。本年夏

休眠に私の採集せるもの、及び、大島中毒E校博物教室より譲り受し貝殻

や本俊動物敬室に寄贈せるものに就て、特に目立つ種類について簡単に

設明し、更に目録を掲げよう。

リウテシ サずェ科

中形の螺貝にじて、螺表は卒滑にして光擦に富み頗る美麗なり。故に

飾物tなし珍重せらる。

テウセンササ.ヱ サずェH

サザエに似たれき‘も全く管駅Z提起~有せ歩、穂ササ・ェより高し、多〈

WJ瑚礁中に棲み、少年魚業者により採取され、内は食用に、螺殻iま貝釦

の原料として用いられ最も有毎なるもの‘一つなり。

タウカムリ タウカムリ科

殻質重厚なる倒園錐形の大型巻貝なり、援飾用として愛せらる。

ス4ジが「ヒ スイシヤウカヒ科

方言にて「猫貝Jと縛するものにして、管駅突起は太くして数少〈水

字形の形態舎なす、装飾用に珍重せられ、特に迷信より踏避けとして軒

に吊す。

クモガヒ ス4シヤウヵ・ヒ科

蜘妹に似たる外観ぞ呈せるぞ以て其名あり、スイジガヒに比するにそ

の管朕突起の数多く、細川、。装飾用として珍重せらる。

テングガヒ ホネガヒ科

白色大形なる螺貝にして、大小多枝の多くの突起を有し:外見ク'ロテス

クな姿~なせ共、この貝殻は肢〈植木鉢として用ひられ、特にガジマル

等や植付け、不定根の殻面を覆ふ美観は貰に言語に絶す。

ホラガヒ フデツガヒ手ヰ

( 59 ) 



マ6Cl

昔時より陣貝として用ひられし法螺貝なり。

ヤクヲウガヒ サずエ科

大形拳y状にして、殻質重厚なり、殻表美しく、叉殻口内は美麗なる真

珠光を有す、貝殻は細工して、煙草炭皿、釦、其他の器具に用ひられ、

l訴は玩具とす。

タカラガヒ類

種類多〈、子供の玩具として最も普通なるものなれ

ヒレシャコ シャコガヒ科

二枚貝中最大なる種類なり。殻面に葉駅突起令有する令以て其の名あ

り。植木鉢、水盤等として用ひらる。

?ペ シンジユガヒ科

烏帽子駅令呈せる大形二枚貝にして、大島古仁屋附近にて養殖せらる

る天然にも多く棲息巻する会見る。大形真珠~産し、叉貝殻は種々の貝

細工、貝釦として利用頗る多し。

大 島 貝 類 目 銭

巻貝の部

長さ 高さ rT 
ス 4ジjJ'ヒ 160(mm) 65(mmi) 

ホヨガヒ '200 80 

ウツ':7jJ'ヒ 110 75 

イト?キヰマヨ 136 60 

ナガイト?キヰ'7 120 40 

ヅメタカ.ヒ 8Q 生1

オネナ Jレト..;t:ヨ 乱46 90 

才ユコフ.シ 75 40 

コオニコプシ 37 26 

オキニシ 60 27 

チトセオさラ 85 25 

クモガヒ 140 44 

ペニソデ 55 22 

ウラスヂマヒノソデ 79 30 

T ヒノソデ 78 30 

フデツガヒ 52 23 

( 60 ) 
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長サ 高サ 幅

リウ キウツノ?タe 57(mm) 26Cmm) 

ハリサザヱ 直径 25 20 

コジダカギンタカハマ 直径 40 50 

ウラウツ'jlヒ 直径 40 32 

ウヅイチモンヂ 直径 31 23 

ムラサキウグ 直僅 40 34 

テングカ.ヒ 170 100 

ヤクワウガヒ 120 65 

サヨサノ'7'1 直径 70 60 

リウテン 50 34 

テウセンサザヱ 80 40 

スヰショウガヒ 62 30 

リウキウへピガ ヒ 直径 20 

オオ、へどがヒ 直径 5 

ホソスヂテツヰfヨ 65 30 

テツヰfラ 46 22 

ニシキ、キパ 60 20 

，苛 カンキク 23 13 

ムラサキガイハシ 39 27 

コモン?クフ 45 17 

ジュトウマクラ 56 20 

サヅマップリ 120 45 

キマターヨ イカ.レイシ 21 14 

ヤナギシオf事ダカ 5 27 12 

ヒメホシターカラ 32 17 

ハナマルユキ 33 20 

ホシキ J又タ 34 "20 

ア tメタカラ 33 16 

キイロダカラ 21 11 

メンカ.タタカラ 25 12 

ジヤノメタ・ヵョ 31 13 

4ボ.ダカラ 20 10 

タJルタ・カ 5 53 27 

( 61 ) 
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長サ 高サ 幅

カノコタ・カラ 22~mm) l1(mm) 

クチムラサキタボカラ 36 21 

チドリ ダカラ 17 10 

チリメンタアカラ 17 9 

，、ナピ タ.カラ 27 14 

ヤクシマタ.カラ 53 32 

アラムシロ 14 9 

コ・タフデ 31 12 

イソニナ 21 10 

，、?ツ.ト 20 8 

，~ イ 48 25 

マルシロネズ i'lヒ 20 14 

タガヤサン fナシ 55 25 

アジロイモ 26 13 

?ダライモ 21 14 。
シ ロアンヰぞイナ 36 19 

"? jiキガヒ 54 27 

プマフイモ 41 21 

ーヤナギシえ'91モ 63 32 

イオぞシ-v1モ 45 24 

ムカシタモト 28 14 

サ ラサモドキ 34 21 

フトコロカ.ヒ 10 6 

シダレシ?ヤタテ 16 9 

イシタ.タミ 13 16 

タモトガヒ 17 9 

シワフウリン チドリ? 21 11 

コシ?ヤタテ 15 8 

ヒメクワノ tカニモリ 15 7 

ニシキ アマテ プネ 29 14 

ずウグタテ 39 19 

才ニノヅノカ「ヒ 86 36 

タナノコガ「ヒ 117 20 
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長サ 高サ 幅

タウヵ・夕方ニモリ 46Cmm) 17Cmm) 

クロミナシ 44 24 

ムヨサキヲノガタモドキ 19 10 

ノシカ.ヒ 14 75 

トカ「リコトヅプ 31 12 

ナツメカ.ヒ 23 13 

以上 92種

三 枚 貝 の部

カ キ 50 13 38 

ヒレタヤコ 120 67 42 

ハパウキ jlヒ 130 360 56 

タヒラギ 55 120 16 

スヱヒロガ「ヒ 62 98 20 

チヤイロシギノアシ 27 90 23 

ヒメリウキウアサリ 24 18 11 

シラト 11jlヒ 40 32 18 

h炉ー、ョ サメザタ 55 53 28 

ムラサキガヒ 39 20 13 

ヒメシヨトリガヒ 30 25 16 

リウキウ?スホ 57 39 28 

サメザラモドキ 24 23 24 

キクザルガヒ 20 26 24 

、r ，、a、 (幼生) 32 32 12 

クジャクカ.ヒ 20 35 16 

ヨシカ.ヒ 30 16 10 

ザウキウサソレガヒ 6生 75 46 

タカ.ヒ 13 27 13 

ヱガヒ 57 33 28 

リカキウアサル 40 28 7 

メンカ.ヒ 54 57 34 

リウキウサルボウ 40 50 36 

jJ~、ラガヒ 43 48 40 

< 6::¥ ) 
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長サ 高サ 幅

シレナシジ t? 61(mm) 67(mm) 34 

以上 25

奄美大島産貝類の一部

議翼線

テンク.;llヒ スイジカ.ヒ ヒレジヤコ ヤクワウヵーヒ

オホベツカウ テウセンサずヱ オホナ Jレト 4f:ラ

オミ=;jlヒ クモガヒ リウテン ウッヨヵ.ヒ

一枚貝の 部

i iヵ・ヒ 77 12 32 

トコプシ 78 17 55 

-{ .;J-~アナコ'ウ 50 12 34 

才ヰミツタノハ 85 16 65 

?アナプウ 37 9 30 

才ヰミイヅカウ 71 22 57 

カサカ.ヒ 40 15 34 
ク、〆ヤカ.ヒ 13 3 8 

キクノハナカ.ヒ 16 4 10 

コピトカラマツ 11 3 8 

コウタカ 7-Vツ 20 10 19 

ウノアシ 15 5 11 

ヨメカ";bサ 17 4 13 

以上 13種

( G4 ) 
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ギシモクセ 4の大木

日

目

高

野卯

醇

765 

宮崎螺東諸膝郡木脇村壕原渡蓬叉一氏の屋敷内の渡蓬家の氏神様の洞

の門に生えて居る色のである。 1934年10月13日、茸見する事を得たので

弦に報告する。樹は高さ約 10m胸高周1.98mあって樹幹には大きな窓洞

を生じて内部は殆んきなくなって居る。地上 2m位の部分から分岐して

居る。ヅタの大きな蔓が全面を覆って檎に迄もその尖端が及んで居る。

樹は割合に枝や蹴けて居ないが割合こんもりした恰好であるが、此れは

樹の東南に嘗って、約 3m位を距てて四時水があるらしい水溜がある矯

めに地下水が高い関係であらう。現在まで毛グセ 4の大木としては、宮

崎螺南那珂郡猷肥町吉野方山本の伊地知重一氏宅のものであるが、此れ

はキンモクセ fで、大さは周り 1.85m高さ約 12mであり、樹齢約300

年と都せられるつそれで渡遺氏宅のギンモクセ 4は他懸の報告は聞かな

いが、宮崎犠としては最大のものであらう。樹齢も推定する所では伊地

知氏宅のものと同様に約 300年位t推定される。渡議氏の家は塚原の南

端に位して居る。同氏の家は非常な奮家で、血~以って番れた家系聞に

依れば、木脇村定住以来又一氏を以って 9代目であると云ふ事である。

氏神様の嗣内には女人禁制?とさうである。樹は氏紳様の御神木ではない

らしく、他に御紳木とては?キの古木が祭られて居る。先年買手が来て

買受けようとしたが‘渡謹氏の 10000園ならばの一言に僻易して退却し

たさうである。

材中に残れる落書の痕跡

日 高 醇

宮崎!膝宮崎郡鹿瀬、村松小路青木茂氏が所有されて居るものである。

1933年1月、青木氏の附近に小さい粧があるがその境内にあった樹や薪

とする矯めに切倒して割って居るとき、一撃や奥へると台にしτ居た木

( 65 ) 
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に遜る程気持よく割れたが見れば紳な:;;i字符判然と現れて居る。此れは

紳様が何か、樹を切った矯めに御怒りになったものと思ってそれを割っ

て居Tこ入はその誼:に奉らうとし

た。所がそれを聞いた青木氏除

色々説いて貰ひ受けられたもの

である。 ).934年7月1句、著者 4

にその字の材の内部に残った理

由の説明や求めて、青木氏は著

者にその木を貸奥された。

樹穂はムクエ Jキ?と思ふが

躍ではない。落書の中判然と判

為文字は下・…・而11'静ナリ O生」

・である。皮部はその部が剥れた

鑓めに、唯 Tナ9Jと剥れて現1

1れた木質部に残って居る iO生J

のみである。字のあと位置は木

質部や材に直角に突通せば外部

の字の位置と 重な る。外部の字

は材の肥大と共に大きくなって内部のものの約2倍になって居る。材の

内部の字の色は濃褐色や呈して居るが、ニーの落書は小刀の類でなされた

ものらしぐ、それらしい切痕がある。丁度形成層の部分まで切込まれた

矯めに、形成層は刺股'I'受けてその部にタシニシの誘導体色素の如きも

のを集積したものであ らうと思はれるC 形成層はその後は正常に返った

らしく、普通の木質守生じて居る。字のある所は皮の部分から 2.8cm位

で年輸を童文へると約8年位'I'経過して居る。

か・る落書の材の中に痕る事は今迄に記録されたものを知らないが。

樹種、時期、傷の程度によって依るものと、 痕らないものとがあらう。

殊に傷の深浅には至大の関係がある事と思ふ。

.1'" 

品、，
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コ ミ ，カ 1:--の古木

a日 高一 骨髄

伊地知重基

宮崎鯨宮崎郡佐土原町佐野原外山菰衣郎氏の屋敷内に在るもので、 3 

年前lまでは 2本あったが、 3年前に枯れて現在は 1本になって居る O.生

きて居るものは根廻り 189cmあれ地上 50cm位の研から 4本に分枝し

て居る cその各は 82.4cm、77cm、52.3cm、95.9cmある。高さは約 5m

枝の蹴りは東西 7m南米 10m位となっτ居る。枯れたものは切株があ

るがその根廻 り78cmである。 2本とも生きて居た頃の最高生産量は拾

獣年前に16俵も結来したと言ふが、現在は結果は齢程減ったらJ，-<，¥;採

つては貰り、又は喰ってしまって判らないと言ふO'

外山氏の屋敏の東に隣って、島津忠雄会、 (約 27D手閉み C!J別邸の跡

がある 。 外山氏φj祖先はその家番と して其鹿に定住す~@事』こな、ったもの

で、源次郎氏で 6代目であると言って居る。コtカンが渡来しずこのは約

250年前と.言ふ事になって居るから少く ともそれ以後の~p)~.あらうが

兎角随分は古木である。

本記録は昭和十年一万七日、本校遠藤助教授と共に調査ふな結果によ

る。

• .j ;.'.二ト 、jz‘:
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1 1月の九島昆 虫

高島田政書

1934年11月11目、宮崎市大淀川中にある丸島に採集せるものである。

綿尾目

し み し み科

粘管目

くろふひかけながとびむし つのとびむし科

直題目

つもいなご tま つ た科

おほみつj;、-e'こはろぎ こほろ ~'H

くさひばり こほろぎ科

せずぢつゆむし ぎりぎりす科

くびきりぎりす きりぎりす科

くつわむし きりぎりす科 也2

おながささきり きりぎりす科

かまきり かまき り科

さつまできぶり ごきぶり科

4三題目

ほしはらびろへり j;、めむし へりカ、めむし科

ほそへり治、めむし へりかめむし科

ひめほしかめむし ほしかめむし手ヰ

くもへりかめむ L へりかめむし科

もんしろながかめむし ながかめむ L;科

鱗題目

いちもんじせせり せせり t ふ科

このまてふ じゃのめてふ科

つまぐろきてふ しろてふ科

膜趨目

きあしながばち す 1炉、め tまちFヰ
盤麹目

しまはなあぷ しよくがばへ科

鞘題目

こがしらごみむし ;z，さむしFヰ

( 68 ) 
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宮崎リシネ曾略史

第 52回W!J曾

講演

曾務 報

於合併教室

(1) まったげの話 FIII 大村君

(2) すみれ没談 A 11 飯間君

(3) 蓬罪事族行言13 A IIi 日 高君

(4) ゑらぷうみへぴの生活 中島先生

a=. 
CI 

1934.4.23 

~69 

新入生の歓迎たかれて本年度の最初の仔u含ら開く。新合員並ぴ1:fJj曾員の出席者

多数わり非常な盛舎であつれ。

出席者遠藤.松原、北尾、中島の諮先生

AIII l!frJJ、宇田、 B高、吉盛、施弁、総原、佐野、加!菜、伊知地、 AII高松、日

野、日高、松本、岸本、1jS-川、斉藤、毛利、野中、池溢、銀問、玉村、大塚、松

永、前岡、田中、厳永、檎本、知、 A!:堺、長友、岸本、日高、古川l、樋口、佐

藤、井上、間進、木問、北野、青木、大崎、籾山、国之上、矢野、甲斐、高木、

盛鳥、佐藤、奥原、川人、高島問、松本、相浦、川久保、吉位、二見、 FlII大

村、 FII菊地、常深、宍戸、吉江、宇都宮、 FJ草野、日高、緒方、高章、高島

南、永山、弁出、内図、近藤、酒井、佐藤、 ZII中野、中武、佐伯、近藤、境、

坂口、西木、山下、小柳、高波、 ZI北宮、 )1日室、岩援、石井、有宮、程圏、森

永、京極、堀木問、吉松、酒井、星.鏑問、米夏、郷、鈴木

第 5.3筒例 曾 於合併教室 1934.6.15 

( ) 天然諾念物l.u口県高麻里布附近の白蛇に就いて

AIII 隅野君

(2) 古生物化石について(宮崎産 A 11 大了塚君

(3) 細胞分裂待に花粉母細胞の減数分裂に就いて、標本供定

井上先生

議演後新入生幹事の補濯や行なふfftJの加<flJ幹事が推選するこささしf:。

Al高島田君、月比i河tt推選

出席者松原、中島商先生、 AIlI原因、 B高、稲井、隅野、 AlI稲井、前回
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赤司、井手、空宇薦、日野、大塚、 AI二見、奥原、谷口、指宿、制111、矢野、樋

口、川久保、;+:問、 青木、 )11入、 高島問、豊島、堺、高木、松本、大崎、古住、

吉)11、日高、 FHI大村、 FI樋口、近藤、内問、草野、高鳥、山河、酒井、

ZII佐伯、 ZI米夏、北a;

第5.4回W!J愈

講演

於合併教室

(1) 虫擦に就いて AIII 伊知地君

(2) 天草族行宮~ A 11 楠本君

第 1墜期の試験前のこささて出席者11.少なかっt:。
出席者 25名

第 55隠例曾 於 WJ物教室

(1) 高鍋地方の日程府化石にii，li;v、て

A 11 日野君

1934.9.19 

1934.11.30 

(2) 木に務会たすべ い木質昔日温蓬しれ落書のi~痕が完全に癒合しれ後l こ 主主の

材木i'"，割ったのlこ英の子著書が完全に明言Eぜられて居z，'OlJ

AIII 日高君

(3) 推奨犯行 浅野先生

出席者浅野先生、北尾先生、中烏先生、遠藤先生

AIH脆原、日高、と炉問、伊知地、坊上、隅野、 AII飯問、 a野、高松、中尾、

松本、資藤、 AI大崎、松本、佐波、商品問、矢野、 qt髪、川入、堺、高橋、岡

之上、盛島、木問、桐山、松村、二見、奥原、吉位、 FIII:大村、 FII吉江、

円高島、 ZII中野、 ZI石井、北宮

第 56図例曾 於動物数室 1034.12.18 

(1) ひかり誌について A I高 木 君

(2) 屋久島に就いて F IIl大村主主

(3) まつの木の話 宮潔先生

出席者宮津、北庭、浅野、小松、中島、松原、遠藤の諮先生

AIII日高、伊知1也、加挙、脱原、宮原、 AIf玉村、飛高、努旗、野中.玉寺、

潔口、橋本、日野、 AI登島、矢野、二見、高島岡、堺、図上、吉住、青木、

松本、 )11人、川久保、 FJlI大材、 FII吉江、 FI山河、 Z1 ;石弁

第 57回線曾 於合併滋室 1935.1.31 

諮演

(1) つげのめνがに就て

(2) やごの研究

(3) 南米の生物

A lII原因君

AIII 七揚君

校長先生

講演終了後合計報告並ぴiこ業務報告た L終って新幹事の任命にうつり二年生一年。

生現幹事留住吉なる、 ー
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出席者 校長、小松、松原‘宮潔、北尾、中島、遠藤、池輔の言者先生及四本氏

4 牧場から大紳氏が出席され1:、 AIII日高、中尾、佐野、坊上、七揚、原問、

A 1飯田、日野、岡田、玉村、 飛高、玉寺、楠本、 AI笠島、背木、井上、高

木、図 上、佐藤、指宿、土居、日潟、松本、桐山、堺、卒、古川、大1I崎、矢野

高島問、 FIII大村

採集合

5月13日、文目山

5月12日、 13日.尾鈴山

好天気に惑れて非常な盛含であつれ。

6月16日 墜祭大舎に於げる合員代表の言語波

理 植物毛茸の生活‘撃的志議に就て A I!I伊地知~ \

12月22日 校長先生蹄籾組念撃祭大舎に於げる含負代表の諸i皮

青島ピ ロー樹の生因lこ関する考察 AII 日 高 岩

〈幹ゴn

.U .. . I. ， ..'. .. II.. ・ 1.. . . ‘・..t， ..II...h~ . oI.ー

編揖後記
..."・・・1"'lf"'I'"・I"'U"・，.ーー‘，"'1"''1・

漸〈第九滅私後刊する事さなり ましれが、積セの事情で非常に濠定より遅れま

し1:事た深〈移p詑ぴ申さ ねばな りまぜん。

本蹴の原稿 11極めて集りがよ かっ1:銭めに編綿子 I.!. 財政困難な ~ y 牛舎のI浪ら

れれ経費カ句、鍛名の諸兄の原稿11塗いに本紋に認哉UI*なかっp'jm誠に遺憾

です。該稿の筆者言者凡に深〈作jlWrリ申上ます。

原稿た芹見しての編輯子の添..~ 11 第 85'1~の編親者の言さ全〈悶感でありまし 1:

丁寧な原稿11何れ丈編織の予が除かれ、叉印刷が9..<なり、従って印刷授の節減

出来 るかタjらない。 原稿用紙一枚の中に20字もの訂正しなげればならない文字が

わ畠ゃうでは、漣も正確な信用 し縛る論文さする事I.!.困草花でありまぜう。 1字の

間遠で全論文lこ味噌~~付げる事 11 よ 〈 在る事です。此の貼 I.!.是非改めて娘告 1: い

本舎に多年多大な符1I盤カ私有志 うして霊長リま U:、日野教授は目下創1¥園バ リーに

御滞在中で至極達者に斜l研究中です。

怒ら楓〈に治って言昔兄の健康さー暦のE歪昌た祈って0 まない。
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投 稿規定
ー司噌v、""可，..ーーー

1.生物撃lこ翻係ある論文で、調創的なものであzこさ。

2.生物に関係わる潟員、スケ少チの類 L歓迎す Z。

3.論文中の姉悶l"t必らず翠舎のこさ。

4.仮名 11.卒仮名、外図語叉11.原詩片仮名書のこさ。勤続物名11.片仮名

舎が都合よ い。

5.論文11.本含規定の原稿用紙に舎〈こさ。

6.紙上匿名11.許きない。必らず科年姓名t，t>明記する 二さ。

7.原稿の取捨1"1幹事に-1壬のこさ。

8.原稿途附先l工、宮崎高等農林撃校宮崎 'Jν4、曾編輸部宛の二さ。

頁

649 

649 

第八披正誤表

行 諜 正

14 らん科 全部抹消

15 ヤプラン(Liriopeminor Makino) 649頁18行の

ーたに移す

昭和十年三月一目印刷

昭和十年三月七日唆行

撃を行!好 宮崎高等農林墜校 リy ヰ含

編輯楽
器量 行者 ~ :y 'I-合報編輯淵l

宮崎市高千穂遁二丁目

印刷者登岐 H青 繁

宮崎市高千穂遁二丁目

印刷所不利 印刷所
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